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野
田
笛
浦
著
『
海
紅
園
文
抄
』（
頼
山
陽
・
篠
崎
小
竹
等
評
）

　
自
ら
の
詩
文
稿
を
師
、
先
輩
、
知
友
に
回
覧
し
て
批
評
を
求
め
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
儒
者
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

書
き
入
れ
ら
れ
た
評
語
、
批
点
等
を
、
刊
行
の
際
そ
の
ま
ま
印
刷
し
て
名
誉
と
す
る
こ
と
も
多
い
。
本
書
も
、
そ
う
し
た
評
語
書
き
入
れ
本

の
一
つ
で
、
丹
後
舞
鶴
出
身
の
儒
者
野
田
笛
浦
（
一
七
九
九
〜
一
八
五
九
）
の
文
章
に
、
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
二
）、
篠
崎
小

竹
（
大
坂
の
儒
者
。
一
七
八
一
〜
一
八
五
一
）、
古
賀
黌
庵
（
古
賀
精
里
の
三
男
、
昌
平
黌
教
官
。
一
七
八
八
〜
一
八
四
七
）、
坂
井
虎
山

（
広
島
藩
儒
。
一
七
九
八
〜
一
八
五
〇
）
が
評
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
紙
に
「
海
紅
園
文
抄
　
笛
浦
手
稿
　
全
」
と
し
た
書
題
簽
を
貼
付
。
第
一
丁
表
に
「
海
紅
園
文
抄
」
と
墨
書
（
汚
損
の
状
態
か
ら
、
元

来
は
こ
の
丁
が
共
紙
表
紙
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
）。
巻
頭
に
「
海
紅
園
文
抄
　
田
辺
　
笛
浦
野
田
逸
子
明
甫
著
」
と
記
す
。
本
文
は

一
九
丁
、
一
〇
篇
の
文
章
を
収
め
る
。
第
九
丁
ま
で
は
、
朱
の
圏
点
、
朱
ま
た
は
墨
の
頭
評
、
各
篇
末
の
評
語
等
が
あ
る
が
、
第
一
〇
丁
以

降
に
は
書
き
入
れ
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。「
野
田
笛
浦
　
海
紅
園
文
抄
　
関
君
出
品
　
稿
本
一
冊
　
頼
支
峰
旧
蔵
　
山
陽
、
小
竹
、
　
庵
、

虎
山
等
ノ
評
ア
リ
」
と
記
し
た
紙
片
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
最
終
丁
裏
に
「
頼
復
」
の
朱
印
が
あ
り
、
頼
支
峰
（
山
陽
の
次
男
、
一
八
二
三

〜
八
九
）
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
後
表
紙
に
「
関
氏
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
が
、
関
氏
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　
所
収
の
「
樅
堂
記
」
に
「
追
思
丙
戌
秋
、
余
将
赴
江
戸
也
、（
中
略
）
屈
指
則
今
已
六
年
耳
」
と
見
え
、
こ
の
一
篇
が
書
か
れ
た
の
は
、

丙
戌
（
文
政
九
年
）
か
ら
六
年
後
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
と
な
る
。
ま
た
、
評
者
の
一
人
頼
山
陽
が
同
年
九
月
二
三
日
に
歿
し
て
い
る
の

も
、
本
書
の
成
立
年
代
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。

　
当
館
に
は
、『
海
紅
園
文
稿
』
と
題
す
る
写
本
が
鶚
軒
文
庫
に
三
点
あ
る
（
請
求
記
号
　
詩
文
三
一
四
〜
三
一
六
）。
本
書
所
収
の
も
の
と

同
一
の
文
章
を
含
み
、
山
陽
、
小
竹
ら
の
評
語
も
あ
る
。
し
か
し
、
収
録
の
文
章
や
そ
の
排
列
、
評
語
書
き
入
れ
の
位
置
や
評
者
名
注
記
の

有
無
、
形
式
等
に
は
異
同
が
多
い
。
本
書
は
中
で
も
特
徴
が
あ
り
、
こ
れ
ら
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
笛
浦
の
詩
文
集
と
し
て
は
、
他
に
『
海
紅
園
小
稿
』
が
あ
る
。
歿
後
の
明
治
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
山
陽
、
小
竹
、
来
舶
の
清
人

朱
柳
橋
ら
の
評
語
や
文
政
九
年
の
序
跋
が
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
（
野
田
家
伝
来
）
が
自
筆
稿
本
と
さ
れ
、
各
人
の
評

語
、
批
点
等
も
付
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
筆
跡
は
、
写
真
で
比
較
し
た
限
り
で
は
、
本
書
と
は
異
筆
の
よ
う
で
あ
る
。

　
野
田
笛
浦
は
丹
後
田
辺
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
江
戸
に
出
て
古
賀
精
里
・
　
庵
父
子
に
学
ぶ
。
江
戸
や
大
坂
で
開
塾
、
小
竹
、
虎

山
、
斎
藤
拙
堂
と
と
も
に
文
章
四
大
家
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
晩
年
は
田
辺
藩
の
執
政
と
し
て
藩
政
改
革
に
尽
力
し
た
。
名
は
逸
、
字
は
子

明
、
通
称
希
一
、
別
号
海
紅
園
。

　
写
本
一
冊
。
大
き
さ
二
三
・
九
　
×
一
七
　
。
大
正
六
年
八
月
三
〇
日
購
求
。（
請
求
記
号
　W

A
17

―3

）

（
宇
津
　
純
）

う
　
つ
　
　
じ
ゅ
ん

の
　
だ

て
き
　ほ
　
　
　
　
か
い
こ
う
え
ん
ぶ
ん
し
ょ
う

し
ょ
う
へ
い
こ
う

と
も
が
み

cm

cm



大
会
の
概
要

八
月
一
四
日
か
ら
一
八
日
ま
で
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
首
都
オ
ス
ロ
で
、｢

世
界
図
書

館
情
報
会
議
―
第
七
一
回
国
際
図
書
館
連

盟(

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

大
会｣

が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
の
総
合
テ
ー
マ
は
、｢

図
書
館
―
発

見
の
旅｣

で
あ
っ
た
。
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
冒
頭
に
、
総
合
テ
ー
マ
を
敷
え
ん
し

て
、｢

好
奇
心
と
想
像
力
は
、
知
識
の
限

界
を
超
え
て
、
あ
な
た
を
未
知
と
意
外
の

世
界
へ
と
誘
う
。
図
書
館
は
、
あ
な
た
の

路
程
の
協
力
者
で
あ
る｣

と
、
現
在
の
図

書
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
、
高
ら
か
に

宣
言
し
て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
一
四
世
紀
に
デ
ン
マ
ー

ク
に
併
合
さ
れ
、
一
八
一
四
年
に
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
割
譲
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
〇
五

年
六
月
に
独
立
を
達
成
し
、
今
年
が
独
立

百
周
年
に
当
た
る
。
大
会
期
間
中
に
、
こ

と
さ
ら
そ
れ
を
強
調
す
る
よ
う
な
演
出
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
記
念

す
べ
き
年
に
迎
え
た
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
を
実

り
豊
か
な
も
の
に
し
た
い
と
の
意
気
込
み

は
、
随
所
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
一
三
三
の
国
と
地
域
か
ら
二
、九
八
三
名
で
あ
り
、

う
ち
初
参
加
者
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
〇
名
で
あ
っ
た
。
国
別
参
加
者

数
で
は
、
地
元
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
ト
ッ
プ
で
三
八
三
名
、
二
位
は
米
国

の
三
八
二
名
、
三
位
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
二
七
名
で
あ
っ
た
。
ア

ジ
ア
か
ら
は
、
中
国
が
一
六
二
名
で
全
体
の
四
位
と
な
り
、
韓
国
は

一
二
八
名
で
全
体
の
六
位
で
あ
っ
た
。(

注
１)

日
本
か
ら
は
三
五
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
う
ち
当
館
か
ら
は
、

安
江
明
夫
副
館
長
を
団
長
と
し
て
、
村
山
�
雄
国
際
子
ど
も
図
書
館

長
、
鎌
田
文
彦
調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長
、

小
林
直
子
収
集
部
資
料
保
存
課
課
長
補
佐
、
稲
濱
み
の
る
書
誌
部
逐

次
刊
行
物
課
課
長
補
佐
の
五
名
が
参
加
し
た
。

大
会
期
間
中
、
オ
ス
ロ
中
心
部
に
位
置
す
る
主
会
場
オ
ス
ロ
・
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
と
そ
の
周
辺
の
ラ
ジ
ソ
ン
・
ホ
テ
ル
、
ク
ラ
リ
オ
ン･

ホ
テ
ル
、
オ
ス
ロ
会
議
セ
ン
タ
ー
等
で
、
大
小
合
わ
せ
て
二
一
六
回

の
各
種
会
合
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
オ
ス
ロ
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
は
、

恒
例
の
展
示
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

開
会
式

開
会
式
は
、
一
四
日
午
前
、
国
王
ハ
ラ
ル
ド
五
世
臨
席
の
も
と
に
、

オ
ス
ロ
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
執
り
行
わ
れ
た
。

Ｋ
・
ラ
ゼ
ロ
カ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長

(

ボ
ツ
ワ
ナ)

は
、
ス
ピ
ー
チ
の

中
で
、｢

社
会
的
責
任
と
安
定｣

の
モ
デ
ル
と
し
て
の
北
欧
諸
国
を

称
え
る
と
と
も
に
、
参
加
者
が
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
人
間

と
し
て
、
よ
り
大
き
な
社
会
的
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
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大
会
期
間
中
、
新
し
い
知

見
を
得
て
、
異
な
る
文
化

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

よ
う
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
基
調
講
演
を
行
っ

た
オ
ス
ロ
大
学
経
済
史
学

科
教
授
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
議
長

を
務
め
る
Ｆ
・
セ
ー
イ
ェ

ル
ス
テ
ー
ド
博
士
は
、
表

現
の
自
由
の
重
要
性
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
図
書

館
が
文
化
的
伝
統
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
と
い
う
二
つ
の

土
台
の
も
と
に
、｢

知
識

の
銀
行｣

と
し
て
の
重
要
な
社
会
的
役
割

を
果
た
す
べ
き
と
述
べ
た
。

開
会
式
の
司
会
を
務
め
た
ヴ
ィ
ー
ク
氏

は
、
著
名
な
歌
手
、
俳
優
で
あ
り
、
式
の

合
間
に
、
イ
プ
セ
ン
の
詩
の
朗
読
や
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
一
節
の
歌
唱
で
会
場
を
沸
か
せ

た
。
ま
た
、
ハ
ー
プ
や
バ
イ
オ
リ
ン
に
よ

る
北
欧
の
音
楽
が
開
会
式
の
随
所
に
盛
り

込
ま
れ
、
し
っ
と
り
と
落
ち
つ
い
た
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
た
。(

注
２)

評
議
会

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
最
高
議
決
機
関
で
あ
る
評
議
会
は
、
八
月

一
四
日
と
一
八
日
の
二
回
開
催
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、

村
山
国
際
子
ど
も
図
書
館
長
が
、
投
票
権
を
持
つ
代
表
と

し
て
出
席
し
た
。

第
二
回
評
議
会
で
は
、
ラ
ゼ
ロ
カ
会
長
を
引
き
継
い
で

新
会
長
に
就
任
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ａ
・
バ
ー
ン
氏

が
議
長
を
務
め
、
著
作
権
そ
の
他
法
的
問
題
委
員
会
、
情

報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
自
由
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
委
員

会
か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

(IF
L

A
N

E
T
)

同
様
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
す
べ
て

の
情
報
と
出
版
物
に
、
読
む
こ
と
に
障
害
を
持
つ
人
々

(
p
rin

t
im

p
a
ired

p
erso

n
s)

が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
の
決
議
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
決
議
案
は
技

術
面
と
財
政
面
で
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
理
事

会
と
視
覚
障
害
者
分
科
会
で
更
に
検
討
す
る
と
バ
ー
ン
会

長
が
引
き
取
り
、
表
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
新
装
開
館
式
典

大
会
期
間
中
の
一
五
日
午
後
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図

書
館
が
新
装
開
館
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
王
臨
席
の
も
と
に

開
館
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。
新
国
立
図
書
館
は
オ
ス
ロ
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市
中
心
部
の
西
方
、
王
宮
の
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
の
歴
史
は
意
外
に
浅
く
、
一
九
九
八
年

に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る

(

後
述
の
と
お
り
、
資
料
保
存
部
門

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
よ
り
前
に
モ
イ
ラ
ナ
に
設
立
さ
れ
た)

。
そ
れ

ま
で
は
、
一
八
一
一
年
設
立
の
オ
ス
ロ
大
学
図
書
館
が
、
事
実
上
の

国
立
図
書
館
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
オ
ス
ロ
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
が
郊
外
に
移
転
し
、
新
し
い
大
学
図
書
館
も
新
キ
ャ
ン

パ
ス
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
一
九
九
九
年
に
、
旧
オ
ス
ロ
大

学
図
書
館
が
、
蔵
書
の
一
部
と
と
も
に
国
立
図
書
館
に
移
管
さ
れ
、

今
回
新
装
開
館
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。(

注
３)

館
内
で
開
催
さ
れ
た
開
館
式
典
は
、
前
衛
舞
踏
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

大
会
の
参
加
者
は
、
隣
接
す
る
公
園
に
招
待
さ
れ
、
芝
生
に
座
り
な

が
ら
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
式
典
の
模
様
―
そ
の

｢

未

知
と
意
外
の
世
界｣

―
を
堪
能
し
た
の
で
あ
っ
た
。

閉
会
式

閉
会
式
は
、
一
八
日
午
後
、
ラ
ジ
ソ
ン
・
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

バ
ー
ン
新
会
長
が
就
任
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
ま
た
功
績
の
あ
っ
た

会
員
の
表
彰
、
優
れ
た
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
発
行
し
た
分
科
会
の
表

彰
等
が
執
り
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
来
年
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
開
催
国
で
あ

る
韓
国
か
ら
、
ソ
ウ
ル
大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
ス
ピ
ー
チ
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
上
映
が
あ
り
、
華
麗
な
韓
国
民
族
舞
踊

で
来
年
へ
の
雰
囲
気
を
一
気
に
盛
り
上
げ
た
。

今
後
の
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
は
、
二
〇
〇
六
年
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
続
い

て
、
二
〇
〇
七
年
南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン
、
二
〇
〇
八
年
カ
ナ
ダ
・

ケ
ベ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

図
書
館
―
発
見
の
旅

オ
ス
ロ
は
、
人
口
約
五
〇
万
人
の
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
の
街

だ
が
、
我
々
は
る
か
東
方
の
異
国
か
ら
の
来
訪
者
を
、
何
の
違
和
感

も
な
く
自
然
に
受
け
入
れ
る
文
化
の
奥
深
さ
を
備
え
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
土
台
が
あ
れ
ば
こ
そ
、｢

未
知
と
意
外
の
世
界｣

へ
の

｢

発

見
の
旅｣

が
可
能
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
、
国
立
図
書
館
長
会
議
、
各
分
科
会
、
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
、
当
館
代
表
団
が
参
加
し
た
各
種
会
合
の
模
様
を
報
告
す
る
。

各
報
告
の
中
で
言
及
し
て
い
る
発
表
原
稿
、
各
種
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
類

の
多
く
は
、IF

L
A

N
E

T
(h

ttp
:/

/
w

w
w

.ifla
.o

rg
/
)

で
参
照
可

能
で
あ
る
の
で
、
活
用
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
最
後
に

｢

オ
ス
ロ
点
描｣

と
題
し
て
、
オ
ス
ロ
滞
在
中
に
団
員
が
体
験
し
、
感
じ
た
こ
と
を
様
々

な
視
点
か
ら
紹
介
す
る
。

(

注
１)

大
会
終
了
後
九
月
に
発
行
さ
れ
たIF

L
A

E
x
p
ress

8-T
h

e
fin

a
l

C
h

a
p
ter

from
O

slo

に
よ
る
。

(
注
２)

開
会
式
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
大
会
時
配
布
のF

in
a
l

P
rog

ra
m

m
e

お
よ
びIF

L
A

E
x
p
ress,

N
o
.4,

2005.8.15

を
参
照
し
た
。

(

注
３)
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、IF

L
A

E
x
p
ress,

N
o
.4,

2005.8.15

を
参
照
し
た
。
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第
三
二
回
国
立
図
書
館
長
会
議(

Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ)

例
年
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
時
に
開
催
さ
れ
て
い
る
国
立
図
書
館
長
会

議(

以
下
、
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ)

が
、
本
年
も
新
装
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図

書
館
で
八
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
長

か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
が
、
会
場
と
な
っ
た
小
講
堂
は
本

会
議
が
記
念
す
べ
き
最
初
の
使
用
と
紹
介
さ
れ
た
。

会
議
出
席
者
は
議
長
か
ら
一
五
五
名
と
発
表
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ

事
務
局
や
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
コ
ア
活
動
責
任
者
、
ユ
ネ
ス
コ
関
係
者
、
同
行

者
も
含
め
て
の
数
字
で
あ
り
、
国
立
図
書
館
数
か
ら
見
れ
ば
八
〇
数

か
国
ぐ
ら
い
か
と
推
量
し
た
が
、
そ
れ
で
も
国
立
図
書
館
長
あ
る
い

は
そ
の
代
理
者
の
会
合
と
し
て
大
規
模
で
あ
る
。
当
初
、
十
数
名
の

参
加
者
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
の
そ
の
後
の
大
成
長
が
う
か

が
え
る
。
た
だ
残
念
に
思
っ
た
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
出
席
が
少

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
確
認
で
き
た
範
囲
で
は
、
中
国
、
韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
日
本
の
五
か
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

(

会
議
の
概
要)

会
議
で
は
次
の
報
告
と
そ
れ
に
基
づ
く
質
疑
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

(

一)

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ(

書
誌
標
準
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
‐
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ

同
盟)

の
現
況
と
今
後
の
計
画

(

オ
ラ
ン
ダ)

(

二)

国
立
図
書
館
の
誇
示
―
情
報
社
会
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト

(

Ｗ
Ｓ
Ｉ
Ｓ)

と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ジ
タ
ル
戦
略

(

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド)

(

三)

全
国
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
―
変
貌
す
る
環
境
と
国

立
図
書
館
の
役
割
の
変
化

(

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド)

(

四)

Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
存
の
た
め
の
国
際
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム)(

ア
イ
ス
ラ
ン
ド)

(

五)

技
術
変
化
に
対
応
し
う
る
納
本
法
の
枠
組
み

(

ノ
ル
ウ
ェ
ー)

(

六)

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
事
務
局
、
国
立
図
書
館
分
科
会
、
Ｐ
Ａ
Ｃ(

資
料

保
存
コ
ア
活
動)

、
ユ
ネ
ス
コ
、
各
地
域
国
立
図
書
館
長
会

議
の
報
告
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
か
ら
の
各
報
告

(

主
た
る
議
論)

全
体
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
環
境
へ
の
国
立
図
書
館
と
し
て
の
対
応
、

取
組
み
が
会
議
の
主
体
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
に
毎
回
の

会
合
で
進
ち
ょ
く
の
報
告
が
あ
り
、
継
続
し
て
協
議
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
と
言
え
よ
う
。

そ
の
な
か
で
、
今
回
の
会
合
で
特
記
す
べ
き
点
は
次
の
二
点
か
と

思
う
。

一
つ
は

｢

国
立
図
書
館
の
誇
示｣

と
題
し
た
報
告
に
関
連
し
て
、

｢

情
報
社
会
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト｣

に
対
し
、
国
立
図
書
館
長
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会
議
と
し
て
、
同
サ
ミ
ッ
ト
に
提
起
さ
れ
て
い
る
図
書
館
関
連
の
基

本
方
針
を
承
認
す
る
旨
の
声
明
送
付
を
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
国
立
図
書
館
が
納
本
図
書
館
、
全
国
書
誌
作
成
機
関
な
ど
の

役
割
と
と
も
に
、
図
書
館
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

お
け
る
図
書
館
の
発
展
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
社
会
的
役
割
を
受
け
持
と

う
と
す
る
も
の
だ
と
理
解
し
た
。
注
目
に
値
し
よ
う
。

も
う
一
つ
は
新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
グ
ー
グ
ル
社
の
米

英
の
大
規
模
学
術
図
書
館
蔵
書
電
子
化
計
画
に
対
す
る
議
論
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
長
が

｢
英
語
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
文
化
の
寡

占
帝
国
主
義
の
問
題
が
あ
る
。
商
業
資
本
主
義
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

対
立
が
大
い
に
懸
念
さ
れ
る｣

と
ま
ず
表
明
。
そ
れ
に
続
い
て
、
図

書
館
の
役
割
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
、
電
子
化
の
た
め
の
資
金

調
達
、
図
書
館
と
企
業
の
連
携
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
相
当
に
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
無
論
、
直
ぐ
に
決
着
の
つ
く
テ
ー
マ
で

は
な
く
、
継
続
す
る
課
題
と
し
て
次
回
会
合
で
も
議
論
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ま
た
次
回
会
合
で
は
、
電
子
図
書
館
関
連
の
継
続
議
題
の
ほ
か
、

視
聴
覚
資
料
セ
ン
タ
ー
設
立
の
米
国
議
会
図
書
館
の
事
例
、
国
立
図

書
館
と
公
文
書
館
を
統
合
し
た
カ
ナ
ダ
の
事
例
、
を
報
告
と
し
て
と

り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
議
の
最
後
に
、
キ
ム
・
テ
グ
ン
韓
国

国
立
中
央
図
書
館
長
が
、
次
回
会
議
を
ホ
ス
ト
す
る
国
立
図
書
館
長

と
し
て

｢

万
全
を
期
し
て
準
備
に
あ
た
り
た
い
。
多
数
の
出
席
者
を

期
待
し
て
い
る｣

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

会
議
中
、
東
京
で
お
会
い
し
て
い
る
中
国
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
の
方
々
と
歓
談
で
き
た
。
ま
た
当
館
が

協
力
協
定
を
締
結
し
た
オ
ラ
ン
ダ
国
立
図
書
館
、
当
館
招
へ
い
予
定

の
英
国
図
書
館
長
、
そ
し
て
今
大
会
で
初
め
て
お
会
い
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
の
国
立
図
書
館
長
と
お
話
し
で
き
た
の
も
幸
い
で

あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
・
カ
ナ
ダ
国
立
図
書
館
公
文
書
館

長
と
は
次
の
会
話
を
交
わ
し
た
。｢

ウ
イ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ

が
ど
の
よ
う
に
発
足
し
た
か
ご
存
知
で
す
か｣

｢

い
や
知
ら
な
い｣

｢

三
〇
年
程
前
に
、
当
時
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
カ
ナ
ダ
国
立
図
書
館

長
が
発
議
し
て
、
オ
タ
ワ
で
最
初
の
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

れ
が
こ
の
会
議
の
嚆
矢
で
す
よ｣

｢

先
輩
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
氏
に
は

前
に
会
っ
た
け
ど
、
そ
れ
は
知
ら
な
か
っ
た
。
教
え
て
く
れ
て
ど
う

も
あ
り
が
と
う｣

。

一
九
七
四
年
に
発
足
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
は
、
今
や
長
い
立
派
な
歴
史

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
創
生
期
の
シ
ル
ベ
ス
タ
ー(

カ

ナ
ダ)

、
ウ
エ
ル
シ
ュ(

米)

、
フ
ッ
ク
ウ
エ
ー(

英)

氏
等
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
し
ば
し
三
〇
数
年
を
振
り
返
っ
た
。

｢

世
界
図
書
館｣

会
合

世
界
図
書
館

(
B

ib
lio

th
eca

U
n

iv
ersa

lis

以
下
Ｂ
Ｕ)

は

一
九
九
五
年
の
情
報
サ
ミ
ッ
ト(

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル)

で
ス
タ
ー
ト
し

た
世
界
規
模
で
の
電
子
図
書
館
振
興
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
年
に

一
、
二
度
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
の
折
な
ど
に
加
盟
国
で
会
合
を
開
催
し

て
き
て
い
る
。
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オ
ス
ロ
で
の
Ｂ
Ｕ
会
合
は
、
一
八
日
昼
に
ラ
ジ
ソ
ン
・
ホ
テ
ル
の

ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
の
会
議
と
電
子
メ
ー
ル
で
の
連
絡
に

よ
り
Ｂ
Ｕ
加
盟
国
の
大
方
は
、
電
子
図
書
館
の
世
界
的
な
進
ち
ょ
く

と
Ｂ
Ｕ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
将
来
性
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｕ
の
終
了

に
同
意
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
即
座
に
は
同
意
で
き
な
い
と
し

た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
国
立
図
書
館
と
当
館
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
で
開
催
さ
れ
た
今
回
の
会
合
に
は
、
Ｂ
Ｕ
加
盟

国
一
四
か
国
の
う
ち
、
米
国
議
会
図
書
館
を
除
く
一
三
か
国
の
代
表

が
出
席
し
た
。
議
長
は
、
ル
ネ
・
ユ
ル
ブ
ー
ズ
氏(

フ
ラ
ン
ス
国
立

図
書
館)

で
あ
る
。

会
議
の
概
要
を
示
す
と
、
ま
ず
議
長
が

｢

Ｂ
Ｕ
の
終
了
と
フ
ラ
ン

ス
国
立
図
書
館
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
維
持
管
理
、
に
大
方
の
メ

ン
バ
ー
国
が
賛
同
し
て
い
る
。
し
か
し
イ
タ
リ
ア
と
日
本
が
そ
の
結

論
に
疑
義
を
表
明
し
て
い
る｣

と
説
明
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
聞
き
、

議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
は
コ
ン
テ
ン
ツ
追
加
の
予
定
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

Ｂ
Ｕ
の
存
続
が
望
ま
し
い
と
表
明
。
こ
の
件
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書

館
が
調
整
し
、
Ｂ
Ｕ
終
了
後
も
コ
ン
テ
ン
ツ
追
加
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

日
本
は

｢

情
勢
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
Ｂ
Ｕ
を
終
了
す
る
こ
と
に

は
基
本
的
に
同
意
し
て
い
る
。
終
了
の
場
合
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図

書
館
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
も
歓
迎
し
て
い
る
。

し
か
し
大
き
な
国
際
的
事
業
と
し
て
進
め
て
き
た
本
事
業
を
コ
ン
テ

ン
ツ
拡
充
に
将
来
性
が
な
い
点
だ
け
に
矮
小
化
し
て
終
了
と
す
る
の

は
賛
成
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
国
際
的
な
協
力
事
業
と
し
て
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
Ｂ
Ｕ
の
終
了
に
は
、
一
定
の
総
括
が
必
要

で
あ
る｣

と
意
見
表
明
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
出
席
者
の
多
く
が
賛
同
し
、
加
盟
国
会
議

と
し
て
総
括
を
ま
と
め
、
維
持
さ
れ
る
Ｂ
Ｕ
サ
イ
ト
の
ト
ッ
プ
に
掲

載
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。
総
括
案
は
日
本
が
作
成
し
、
加
盟
国

に
諮
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
Ｂ
Ｕ
は
、
手
順
を
進
め
、
本
年
中
に
一
〇
年
の
歴
史
を
閉
じ

る
予
定
で
あ
る
。

国
立
図
書
館
分
科
会

国
立
図
書
館
分
科
会
で
は
、｢

文
化
遺
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
―

図
書
館
、
文
書
館
、
博
物
館
の
連
携｣

を
テ
ー
マ
に
、
一
五
日
午
後

の
二
時
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。
以
下
、
概
要
を
示
す
。

最
初
に
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
ト
バ
ウ
ト
大
学
の
ネ
イ
メ
ン
ゲ
ン
氏
よ
り
、

｢

文
化
遺
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
―
機
会
と
挑
戦｣

と
題
す
る
テ
ー

マ
の
全
体
像
を
示
す
基
調
的
な
報
告
が
あ
っ
た
。
氏
の
基
本
的
な
視

点
は
、｢

デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
は
、
図
書
館
、
文
書
館
、
博
物
館
・

美
術
館
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら

の
文
化
機
関
が
連
携
・
協
力
し
、
総
体
と
し
て
国
民
へ
の
幅
広
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い｣

で
あ
る
。

次
い
で
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
北
欧
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
、
欧
州
、
中
南
米
、
北
米
、
と
世
界
の
国
・
地
域
ご
と
に
、
文

化
遺
産
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
現
況
に
関
す
る
六
本
の
報
告
が
あ
っ
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た
。
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
に
つ
い
て
は
バ
バ
・
マ
レ
ー
シ
ア

前
国
立
図
書
館
館
長
が
報
告
し
た
。
氏
は
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

国
立
図
書
館
長
会
議
の
枠
組
み
で
の
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
等
を
紹
介
し
、
な
か
で

｢

東
ア
ジ
ア
の
日
本
、
韓
国
、

台
湾
で
は
、
電
子
化
は
進
ち
ょ
く
し
て
い
る
。
し
か
し
文
化
遺
産
機

関
相
互
の
連
携
は
見
ら
れ
な
い｣

と
報
告
し
た
。

所
感
を
述
べ
れ
ば
、
図
書
館
、
文
書
館
、
博
物
館
等
の
間
の
連
携

が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
報
告
に
指
摘
の
あ
る
と
お
り
で
あ

る
。
利
用
者
か
ら
見
れ
ば
、
必
要
と
す
る
情
報
が
ど
こ
に
あ
っ
て
も
、

一
緒
に
検
索
で
き
て
入
手
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
物
理
的
な
場

所
を
問
わ
な
い
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に
は
、
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
そ
の
追
求
が
、
図
書
館
間
の
連
携
と
と
も
に
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は

緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現
状
で
は

｢

連
携
は
な
い｣

と
評
さ

れ
て
も
一
面
で
は
仕
方
な
い
。
た
だ
、
当
館
や
国
立
情
報
学
研
究
所

で
も
日
本
の
学
術
情
報
資
源
、
文
化
資
源
を
横
断
的
に
検
索
で
き
る

ポ
ー
タ
ル
構
築
の
計
画
が
あ
り
、
新
領
域
の
展
開
を
期
し
た
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

(

や
す
え

あ
き
お

副
館
長)

概
要議

会
の
た
め
の
図
書
館
及
び
調
査
サ
ー
ビ
ス
分
科
会

(
通
称

｢

議

会
図
書
館
分
科
会｣)

で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会
に
先
駆
け
て
、

プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
八
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日
ま
で
オ
ス
ロ
の

ノ
ル
ウ
ェ
ー
議
会
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
テ
ー
マ
は
、｢

議
会
の
た
め
の
知
識
と
情
報
―
民
主
主
義

の
基
礎｣

で
あ
り
、
こ
の
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
各
種
講
演
、
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。
席
上
配
布
の
資
料
に
よ
る
と
、
参
加

者
は
一
一
二
人
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
年
次
大
会
開
会
後
の
一
七
日
に
は
、
議
会
図
書
館
分
科

会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
議
会
議
事
堂
で
行
わ
れ
、
一
八
日
に
は
オ

ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
オ
ス
ロ
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

筆
者
は
、
議
会
図
書
館
分
科
会
連
絡
委
員
の
立
場
で
、
こ
れ
ら
の

会
議
に
出
席
し
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
日
程
は
、
表

(

次
ペ
ー
ジ)

の
と
お
り
で
あ
る
。

リ
サ
ー
チ
・
デ
イ
で
の
報
告

プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
三
日
目
と
な
る
八
月
一
二
日
リ
サ
ー
チ
・
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議
会
図
書
館
分
科
会

議
員
ニ
ー
ズ
の
正
確
な
把
握
の
重
要
性
を
再
確
認

鎌

田

文

彦



デ
イ
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
Ⅱ
の
四
人
の
報
告
者
の
一
人
と
し
て
、

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
海
外
立
法
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
進

展｣

と
題
し
て
約
二
〇
分
間
の
報
告
を
行
っ
た
。

当
館
の
最
近
の
機
構
改
革
と
り
わ
け
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
機

構
改
革
の
中
で
海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課
が
設
立
さ
れ
た
経
緯
、

諸
外
国
の
立
法
動
向
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
国
会
に
情
報
を
提
供
す
る
同

室
・
課
の
活
動
の
概
要
を
紹
介
し
、
ま
た
同
室
・
課
が
行
っ
た
十
数

か
国
の

｢

人
身
取
引｣

に
関
す
る
調
査
を
事
例
と
し
て
、
海
外
立
法

情
報
を
国
会
に
提
供
す
る
こ
と
の
意
義
を
説
明
し
た
。

会
場
か
ら
は
、
提
供
す
る
情
報
の

選
択
の
基
準
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ

た
。
司
会
者
か
ら
は
、
調
査
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
示
唆
に

富
む
報
告
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
何
人
か
の
参
加
者
か

ら
、
興
味
深
か
っ
た
と
の
評
価
を
い

た
だ
い
た
。

所
感

(

一)

分
科
会
の
世
代
交
代

今
大
会
を
機
に
、
議
会
図
書
館
分

科
会
常
任
委
員
会
の
議
長
が
、
ベ
テ

ラ
ン
の
Ｍ
・
デ
ラ
ノ
氏

(

チ
リ
議
会

図
書
館)

か
ら
、
Ｄ
・
シ
ー
ダ
ー
氏

(

米
国
議
会
図
書
館)

に
交
代
し
た
。
長
年
、
同
分
科
会
で
活
躍
し

て
き
て
、
も
う
す
ぐ
引
退
と
の
こ
と
で
、
お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
し

た
方
も
お
り
、
分
科
会
の
指
導
者
の
世
代
交
代
の
時
期
に
あ
る
と
の

感
を
強
く
し
た
。

(

二)

北
欧
五
か
国
の
議
会
図
書
館
間
協
力

プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
二
日
目
に
、
北
欧
五
か
国
の
議
会
図
書
館

の
協
力
関
係
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
五
か
国
の

議
会
図
書
館
は
、
定
期
的
に
会
合
を
開
く
と
と
も
に
、
個
人
的
な
連
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日 程

８月10日：プレコンファレンス

・ノルウェー議会関係者によるセッション ｢議会

過程における知識と情報の必要性｣

・トム・クリステンセン (ノルウェー大学教授)

講演 ｢公開性､ 透明性と民主主義―ノルウェー・

モデル｣

・ノルウェー議会調査サービスに関する報告

・ノルウェー議会見学

８月11日：プレコンファレンス

・ノルウェー議会図書館のサービスに関する報告

(イントラネット､ ニュース情報サービス)

・北欧５か国議会図書館の協力関係に関する報告

(フィンランド､ スウェーデン､ デンマーク､

アイスランド､ ノルウェー)

・ノルウェー議会図書館見学

８月12日：プレコンファレンス (リサーチ・デイ)

テーマⅠ：議会関係者への最新かつ信頼できる知

識の提供―議会調査サービスの主要課題 (スコッ

トランド､ アルメニア､ ノルウェーから報告)

テーマⅡ：議会過程における調査サービスの役割

(カナダ､ イスラエル､ 英国､ 日本から報告)

８月13日：常任委員会

８月17日：ワークショップ(筆者は①②③小班に参加)

次の６テーマについて､ 小班に分かれて情報お

よび意見を交換した｡

①議員のニーズの把握 (マーケティング)､ ②調

査活動の評価､ ③調査サービスの外部委託､ ④人

材育成､ ⑤情報リテラシー､ ⑥情報技術

８月18日：オープンセッション

①スコットランド議会の調査サービス (英国Ｊ.

シートン氏) ②情報の質に関する基準について

(米国Ｄ.シーダー氏)



絡
を
密
に
し
て
常
時
ノ
ウ
ハ
ウ
を
交
換
す
る
な
ど
、
密
接
な
協
力
関

係
を
築
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
国
一
館
の
限
界
を
越
え
る

日
常
的
な
近
隣
諸
国
間
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ
べ
き
点
が

多
々
あ
る
と
感
じ
た
。
な
お
、
図
書
館
界
全
体
で
も

｢

北
欧
図
書
館

協
会｣

が
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(

三)

韓
国
国
会
図
書
館
の
意
気
込
み

韓
国
国
会
図
書
館
か
ら
は
、
べ
・
ヨ
ン
ス
館
長
を
は
じ
め
と
す
る

六
人
が
会
議
に
参
加
し
た
。
韓
国
国
会
図
書
館
は
、
来
年
の
プ
レ
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ホ
ス
ト
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
準

備
の
一
環
と
し
て
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
研
さ
ん
を
積
む
目
的
で
オ
ス

ロ
に
来
て
お
り
、
来
年
に
向
け
て
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。
ベ
館
長
は
、
来
年
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
活
気
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

韓
国
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
す
で
に
プ
レ
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
専
用
ペ
ー
ジ
が
で
き
て
い
る

(
h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
a
n

et.g
o
.

k
r/

p
reifla

2006/
)

。

(

四)

議
員
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
重
要
性

プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
全
体
を
と
お
し
て
、
議
員
の
真
の
意
図
お

よ
び
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
う
え
で
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
調
査

サ
ー
ビ
ス
を
遂
行
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
、
度
々
強
調
さ
れ
た
の
は

印
象
的
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
初
日
に
行
わ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
議
会
関
係
者
に
よ
る
セ
ッ

シ
ョ
ン

｢

議
会
過
程
に
お
け
る
知
識
と
情
報
の
必
要
性｣

の
際
、
会

場
か
ら
の
発
言
も
含
め
、
次
の
よ
う
な
論
点
が
提
起
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
等
の
電
子
的
手
段
を
サ
ー

ビ
ス
の
過
程
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
議
員
に
と
っ
て
の
利
便
性
を
増

し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
る
と
考
え
て
、
電
子
的
仕
組
み
の
充
実
に

力
を
注
い
で
き
た
。
し
か
し
、
直
接
会
話
を
し
な
い
で
、
メ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
文
章
で
や
り
取
り
す
る
だ
け
で
は
、
そ
の
意
図
が
本
当
に

は
汲
み
取
れ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
議
員
が
一
体
何
を
知
り
た

い
の
か
、
何
を
し
た
い
の
か
、
よ
く
把
握
し
な
い
ま
ま
に
、
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
、
よ
く
よ
く

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
議
論
で
あ
る
。

一
七
日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
際
、
ド
イ
ツ
議
会
図
書
館
の
Ｍ
・

コ
ー
イ
ン
グ
館
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

｢

議
員
の
ニ
ー

ズ
の
把
握

(

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ)｣

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
こ
の
問
題
が

集
中
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。｢

競

争
相
手｣

が
多
数
存
在
す
る
現
状
の

も
と
で
の
議
会
図
書
館
、
議
会
調
査

部
門
の
生
き
残
り
は
、
い
か
に
適
切

に
議
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、
質

の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
主

旨
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。

(

か
ま
た

ふ
み
ひ
こ

調
査
及
び
立

法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
課
長)
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プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

｢

北
極
圏
資
料
保
存
コ
ロ
キ
ウ
ム
―
す
べ
て
の
図
書
館
資
料
の
た

め
の
長
期
保
管
対
策｣
と
題
さ
れ
た
資
料
保
存
分
科
会
・
新
聞
分
科

会
合
同
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
、
八
月
一
〇
日
〜
一
一
日
に
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
ラ
ナ
支
部
で
開
催
さ
れ
た
。
オ
ス
ロ
か
ら
北

へ
約
一
〇
〇
〇
㎞
の
町
モ
イ
ラ
ナ
に
あ
る
同
館
に
は
、
一
九
九
三
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
自
慢
の
保
存
書
庫
が
あ
り
、
国
立
図
書
館
の
機
能

の
う
ち
、
お
も
に
保
存
と
媒
体
変
換
を
担
っ
て
い
る
。
参
加
者
は

二
八
名
と
小
規
模
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
両
分
科
会
の
常
任
委
員
と

ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。

今
回
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
同
館
の
資
料
保
存
お
よ
び
媒

体
変
換
活
動
の
紹
介
と
施
設
見
学
を
通
し
て
、
多
様
な
媒
体
の
図
書

館
資
料
を
長
期
保
存
す
る
た
め
の
工
夫
の
数
々
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
な
っ
て
い
た
。
岩
山
を
く
り
ぬ
い
て
地
中
に
建
設
さ
れ
た
保
存
書

庫
、
可
燃
性
の
高
い
危
険
な
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ
ー
ス
・
フ
ィ
ル
ム
専
用

の
特
別
保
管
庫
、
媒
体
変
換
ラ
ボ
、
大
規
模
自
動
書
庫
等
を
見
学
し

た
が
、
こ
こ
で
は
保
存
書
庫
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

保
存
書
庫
は
な
だ
ら
か
な
岩
山
を
く
り
ぬ
い
て
作
ら
れ
た
空
間
で

(

下
段
写
真)

、
四
三
㎞
分
の
書
架
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
図
書
・
新

聞
・
写
真
・
磁
気
テ
ー
プ
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
映
画
フ
ィ
ル
ム

な
ど
あ
ら
ゆ
る
媒
体
の
保
存
す
べ
き
資
料
を
保
管
し
て
い
る
。
内
部

の
気
温
は
年
間
通
し
て
八
℃
な
の
で
、
湿
度
を
調
節
し

(

常
時
三
五

％)

、
空
気
の
循
環
を
管
理
す
る
だ
け
で
各
種
資
料
の
化
学
的
な
劣

化
が
進
み
に
く
い
理
想
的
な
保
管
環
境
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の

地
域
は
地
震
が
な
い
地
盤
の
固
い
土
地
で
あ
る
た
め
、
掘
り
っ
ぱ
な

し
の
洞
窟
の
よ
う
な
岩
山
書
庫
で
も
問
題
な
い

の
だ
そ
う
だ

(

次
ペ
ー
ジ
写
真)

。
固
い
岩
山
の

あ
る
寒
冷
地
と
い
う
環
境
を
生
か
し
て
、｢

治

療
よ
り
予
防｣

と
い
う
資
料
保
存
の
基
本
的
な

考
え
方
を
具
現
し
て
い
る
施
設
と
い
え
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
岩
山
に
は
初
め
か
ら
二
つ
の
穴

が
作
っ
て
あ
り
、
現
在
の
書
庫
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
と
、
二
つ
目
を
書
庫
と
し
て
整
備
し
て
い

く
と
の
こ
と
。｢

そ
こ
も
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、

ま
た
別
の
山
を
掘
れ
ば
い
い｣

と
何
と
も
太
っ

腹
な
計
画
で
あ
る
。

な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
温
湿
度
管
理

だ
け
で
資
料
が
長
期
保
存
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
館
で
は
こ
の

ほ
か
、
①
異
種
の
資
料
が
近
接
し
な
い
よ
う
に
保
管
す
る

(

劣
化
し

て
有
害
な
物
質
を
生
じ
た
場
合
に
他
の
媒
体
に
影
響
し
な
い
よ
う
に)

、
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資
料
保
存
分
科
会
関
係
会
議
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
会
議

｢

治
す｣

よ
り

｢

防
ぐ｣

予
防
的
保
存
対
策
の
実
践
を
み
る

小

林

直

子



②
資
料
を
一
般
利
用
に
供
さ
な
い

(

何
ら

か
の
複
製
物
で
提
供
す
る)

、
③
書
架
に

納
め
る
前
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
、
④
各

資
料
に
適
し
た
保
存
箱
等
に
収
納
し
て
排

架
す
る
、
⑤
停
電
・
火
災
な
ど
起
こ
り
う

る
災
害
へ
の
対
策
を
計
画
す
る
、
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。｢

安
定
し
た
環
境
で
資
料

を
保
管
す
る
こ
と
に
よ
る
予
防
的
保
存
を
重
視
す
る｣

と
い
う
同
館

の
保
存
方
針
に
沿
っ
た
見
事
な
保
存
対
策
の
実
際
で
あ
っ
た
。

資
料
保
存
分
科
会
常
任
委
員
会

大
会
期
間
直
前
直
後
の
一
三
日
、
一
九
日
に
常
任
委
員
会
が
開
か

れ
た
。
出
席
者
は
二
〇
人
前
後
の
常
任
委
員
・
連
絡
委
員
で
、
欧
米

以
外
の
地
域
の
人
も
複
数
い
る
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
構
成
で
あ
っ
た

(

昨
年
は
ア
ジ
ア
の
常
任
委
員
が
い
な
か
っ
た
が
、
今
期
は
筆
者
を

含
め
日
中
韓
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
た)

。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ

(

資
料
保
存
コ
ア
活
動
、
以
下
Ｐ
Ａ
Ｃ)

国
際
セ
ン
タ
ー
長
、
フ
ラ

ン
ス
国
立
図
書
館
資
料
保
存
技
術
セ
ン
タ
ー
長
な
ど
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
事
前
に
配
布
さ
れ
て
い
た
議
題
に
沿
っ
て
、

来
年
以
降
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
企
画
、

委
員
会
の
事
業
と
し
て
作
成
し
た
保
存
関
係
規
格
一
覧

(
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の
維

持
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

次
回
の
ソ
ウ
ル
大
会
で
は
、
資
料
保
存
に
お
け
る
教
育
活
動
の
重

要
性
を
訴
え
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
資
料
保
存
の

対
象
と
な
る
媒
体
が
多
様
化
し
、
資
料
保
存
に
関
わ
る
人
の
範
囲
が

広
が
っ
て
き
て
、
教
育
や
研
修
の
手
法
の
革
新
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
保
存
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
や
ツ
ー
ル
の
発
表
の
場

を
持
ち
た
い
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
会
議
の
場
で
は
具
体
的
な
発

表
者
の
決
定
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
、
一
〇
月
末
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
広
く
ペ
ー
パ
ー
募
集
の
呼
び
か
け
を
始
め
た
。

事
前
議
題
に
な
か
っ
た
件
で
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー

(

国
立
国
会
図
書
館)

か
ら
委
員
長
宛
の

｢

二
〇
〇
六
年
の
プ
レ
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
東
京
で
開
催
し
た
い｣

と
の
提
案
を
検
討
し
た
。

通
常
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
分
科
会
が
主
催
し
、
本
番
の
二
年
前

か
ら
常
任
委
員
会
で
企
画
・
準
備
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
今
回

は
、
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
が
企
画
・
運
営
を
受
け
持
つ
と
い
う
形

で
、
分
科
会
主
催
の
会
議
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
会
議

八
月
一
五
日
一
〇
時
か
ら
一
二
時
ま
で
、
標
記
会
議
が
開
か
れ
た
。

出
席
者
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
、
九
人
の
地
域
セ
ン
タ
ー
長

(

代
理
を
含
む)

、
Ｐ
Ａ
Ｃ
諮
問
委
員
会
委
員
長
、
セ
ン
タ
ー
長
の
随

行
者
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
計
一
五
人
で
、
当
館
か
ら
は
那
須
雅
熙
ア

ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー
長
代
理
の
安
江
副
館
長
と
筆
者
が
出
席
し
た

(
ロ
シ
ア
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
セ
ン
タ
ー
長
は
欠
席)

。

諮
問
委
員
長
か
ら
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
自
己
評
価
お
よ
び
同
業
者
評
価

を
委
員
会
で
検
討
し
、
全
体
と
し
て
よ
い
評
価
を
得
た
と
い
う
報
告
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が
あ
っ
た
。
ま
た
、
来
年
三
月
に
退
職
す
る
現
国
際
セ
ン
タ
ー
長
の

後
任
を
九
月
中
に
公
募
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
各
地
域

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
お
も
な
活
動
の
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
今
回
議
論

の
テ
ー
マ
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
次
期
戦
略
計
画
に
つ
い
て

は
、
時
間
が
足
り
ず
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
続
き
は
、

来
年
三
月
に
パ
リ
で
開
催
予
定
の
セ
ン
タ
ー
長
会
議
に
持
ち
越
さ
れ

た
。
当
館
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
を
担
当
す
る
地
域
セ
ン
タ
ー
長
等
が
一

堂
に
会
し
て
ア
ジ
ア
地
域
の
保
存
協
力
を
話
し
合
う
会
議
と
、
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
に
よ
る
文
書
遺
産
の
復
興
支
援
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
、
一
二
月
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
国
際
セ

ン
タ
ー
長
か
ら
は
、
災
害
対
策
に
関
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
基
本
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
編
集
中
で
、
英
仏
西
の
三
か
国
語
で
今
年
中
に
刊
行
予
定
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

Ｐ
Ａ
Ｃ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
六
か
所
か
ら
一
二
か

所
に
増
え
、
セ
ン
タ
ー
長
同
士
が
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
よ
う
で
、
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

が
課
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

資
料
保
存
分
科
会
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
八
月
一
六
日
に

Ｐ
Ａ
Ｃ
、
図
書
館
建
築
分
科
会
、
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
分
科
会
と

の
共
催
で
、｢

永
遠
の
た
め
の
保
管
―
環
境
に
優
し
い
解
決
策
、
避

け
る
べ
き
誤
り

資
料
保
存
に
お
け
る
図
書
館
建
築
の
役
割｣

を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
同
様
、
資
料
に

直
接
何
か
手
を
施
す
の
で
は
な
く
、
資
料
の
周
囲
を
整
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
長
期
保
存
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
っ
た
。
早
朝
か
ら
四
時
間
に
わ
た
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
が
、

世
界
各
地
か
ら
の
一
〇
〇
人
近
く
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。

発
表
は
次
の
六
本
で
あ
る
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
国
際
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
概

論

｢

資
料
保
存
の
第
一
歩
―
正
し
い
建
築
物
を
建
て
る｣

、
前
述
の

ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
ラ
ナ
支
部
の
施
設
紹
介

｢

山
の
地
中
書
庫
―

千
年
を
視
野
に
入
れ
て｣

、
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館

(

モ
ス
ク
ワ)

の

改
築
事
例

｢

ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
―
古
い
建
物
と
新
し
い
解
決
策｣

、

上
海
図
書
館
の
新
し
い
建
築
事
例

｢

蔵
書
を
保
存
す
る
―
上
海
図
書

館
の
新
し
い
建
物｣

、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
海
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
て
空
調
コ
ス
ト
を
抑
え
て
い
る
事
例

｢

ア
ル
メ
ダ
レ
ン
図
書

館
―
低
コ
ス
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策｣

、
そ
し
て

｢

低
酸
素
空
調
―

図
書
館
の
蔵
書
の
防
火
対
策｣

。

六
番
目
の
発
表
は
、
図
書
館
関
係
者
で
は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

の
担
当
者
に
よ
る
も
の
で
、
健
康
に
影
響
が
な
い
程
度
の
通
常
よ
り

や
や
低
い
酸
素
濃
度
の
空
調
を
行
う
こ
と
に
よ
り
火
災
が
起
こ
ら
な

い

(

す
な
わ
ち
点
火
・
着
火
不
可
能
な)

環
境
を
作
る
と
い
う
斬
新

な
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
の
事
例
発
表
で
は
、
各
館
の
与
え
ら

れ
た
条
件
の
中
で
、
い
か
に
資
料
保
存
に
適
し
た
環
境
を
作
り
出
す

か
と
い
う
取
組
み
が
語
ら
れ
た
。

資
料
保
存
に
お
い
て
は
、
も
は
や

｢

技
術
で
治
す｣

で
は
な
く

｢

環
境
で
防
ぐ｣

が
主
流
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
四
時
間
で
あ
っ

た
。

(
こ
ば
や
し

な
お
こ

収
集
部
資
料
保
存
課
課
長
補
佐)
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目
録
・
書
誌
情
報
を
担
当
す
る
の
は
、
書
誌
調
整
部
会
、
そ
し
て
、

同
部
会
を
構
成
す
る
目
録
、
書
誌
、
分
類
・
索
引
な
ど
の
分
科
会
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
書
誌
標
準
に

関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
‐
Ｃ
Ｄ
Ｎ
Ｌ
同
盟

(

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ)

が
加
わ
り
、

引
き
続
き
、
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

本
大
会
の
各
会
合
お
よ
び
先
立
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
目
録
分
科
会
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
、
目
録
分
科
会
連
絡
委
員

の
立
場
で
参
加
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

目
録
分
科
会
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

目
録
分
科
会
プ
レ
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
は
、
本
大
会
に
先
立

つ
八
月
一
一
日
、
一
二
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
各
種
図
書
館
協
会

の
主
導
に
よ
り
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
目

録
分
科
会
と
の
共
催
で
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
郊
外
の
ヤ
ル
ヴ
ェ

ン
パ
ー
市
に
て
開
催
さ
れ
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
中
心
に

一
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
っ
た
目
的
は
、
今
後
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
に
お
い
て
大
き
な
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ

(

書
誌
レ
コ
ー
ド
の
機
能
要
件)

お
よ
び
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ

(

典
拠
レ

コ
ー
ド
の
機
能
要
件
お
よ
び
典
拠
番
号)

に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
的

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
実
際
の
書
誌
へ
の
応
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

広
く
啓
蒙
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
主
に
三
部
門
に
分
か
れ
た
。

一
つ
目
は
、
目
録
作
成
の
理
念
に
つ
い
て
の
概
論
で
、
歴
史
的
見
地

を
ふ
ま
え
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
目
録
作
成
に
つ
い
て
の
講
義

で
あ
っ
た
。

二
つ
目
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
等
の
理
論
講
義
で
、
平

易
な
言
葉
で
語
ら
れ
、
休
憩
時
間
に
は
、
多
く
の
参
加
者
が
、
こ
れ

ま
で
不
明
だ
っ
た
点
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
感
想
を
述

べ
合
っ
て
い
た
。
な
お
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ

(

件
名
典
拠
レ
コ
ー
ド
の

機
能
要
件
お
よ
び
典
拠
番
号)

の
紹
介
も
簡
単
に
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
最
も
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
三
つ
目
の

｢

Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
実
践
へ
の
試
行
錯
誤
の
紹
介｣

で
あ

る
。
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ｃ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
スF

IC
T

IO
N

F
IN

D
E

R
と
い
っ
た
有
名
な
例
だ
け
で
は
な
く
、
イ
タ
リ
ア
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
な
ど
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の
試
行
錯
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濱
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誤
例
、
リ
サ
ー
チ
結
果
の
発
表
が
あ
り
、
ま
た
、
民
間
の
シ
ス
テ
ム

会
社
の
開
発
し
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
理
論
を
実
践
し
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
が
紹
介
さ
れ
た
。

目
録
分
科
会
常
任
委
員
会

八
月
一
三
日
、
一
九
日
の
二
回
に
分
け
て
、
分
科
会
の
常
任
委
員

会
が
開
か
れ
た
。

今
回
の
常
任
委
員
会
で
は
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
任
期
を
務
め
る

新
議
長
、
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
た
。
議
長
に
は
米
国
の
ジ
ュ
デ
ィ
・

ク
ヒ
ー
ガ
ン
氏
が
、
事
務
局
長
に
は
中
国
よ
り
ベ
ン
・
グ
ー
氏
が
推

挙
さ
れ
た
。
特
に
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
常
任
委
員
は
歓
迎
さ
れ
、
欧
米

以
外
の
文
化
圏
か
ら
の
新
鮮
な
視
点
を
目
録
分
科
会
に
持
ち
込
ん
で

ほ
し
い
と
の
言
葉
と
と
も
に
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

一
〇
月
に
常
任
委
員
数
が
二
名
増
加
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
は
、
韓
国
の

イ
・
ジ
ェ
ソ
ン
氏
が
新
常
任
委
員
と
し
て
加
わ
り
、
二
〇
〇
六
年
ソ

ウ
ル
大
会
に
向
け
て
の
分
科
会
の
体
制
が
整
っ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｄ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
Ｒ
の
レ
ヴ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ
の

報
告
と
続
き
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
か
ら
報
告
と
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
の
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
オ
ス
ロ
大
会
以
後
の
活
動
予
定
に

つ
い
て
も
報
告
し
た
。
各
レ
ヴ
ュ
ー
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
そ
の
下
部
組

織
で
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
は
、
現
在
、
安
定
し

て
い
る
よ
う
で
、
常
任
委
員
会
で
討
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
五
年
後
半
に
行
わ
れ
る
Ｉ
Ｍ
Ｅ
‐
Ｉ
Ｃ
Ｃ

(

国
際
目

録
規
則
に
関
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
専
門
家
会
議)

カ
イ
ロ
会
議
の
準
備
が

進
ん
で
い
る
と
の
報
告
も
さ
れ
た
。

ま
た
、
目
録
分
科
会
活
動
計
画
二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
七

(

案)

を

検
討
し
た
。
同
計
画
二
〇
〇
四
―
二
〇
〇
五
か
ら
大
き
な
変
更
は
な

く
、
案
は
承
認
さ
れ
た
。

書
誌
分
科
会
常
任
委
員
会

八
月
一
三
日
、
一
九
日
の
両
日
に
渡
っ
て
、
開
催
さ
れ
た
。
目
録

分
科
会
同
様
、
新
議
長
、
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
た
。
議
長
に
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
ク
ヌ
ト
ゥ
セ
ン
氏
が
、
事
務
局
長
に
は
米
国
よ
り
ビ
ー

チ
ャ
ー
・
ウ
ィ
ギ
ン
ズ
氏
が
選
ば
れ
た
。

書
誌
分
科
会
活
動
計
画
二
〇
〇
一
―
二
〇
〇
四
の
達
成
度
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。
お
お
む
ね
達
成
と
の
こ
と
で
一
致
し
た
が
、

新
議
長
ク
ヌ
ト
ゥ
セ
ン
氏
よ
り
、
後
進
国
の
全
国
書
誌
作
成
に
か
か

わ
る
援
助
の
項
目
に
つ
い
て
は
成
果
が
な
か
っ
た
と
の
異
論
が
出
た
。

二
〇
〇
七
年
ダ
ー
バ
ン
大
会
に
向
け
て
分
科
会
の
課
題
と
な
る
。

書
誌
調
整
部
会
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

八
月
一
七
日
は
、
朝
八
時
三
〇
分
か
ら
夕
刻
六
時
ま
で
、
書
誌
調

整
部
会
お
よ
び
同
部
会
を
構
成
す
る
四
分
科
会

(

書
誌
、
目
録
、
分

類
・
索
引
、
知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト)

中
、
三
分
科
会

(

書
誌
、
目
録
、

分
類
・
索
引)

の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
、

書
誌
・
目
録
漬
け
の
一
日
と
な
っ
た
。

書
誌
調
整
部
会
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
部
会
、
分
科
会
そ

れ
ぞ
れ
の
議
長
か
ら
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
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Ａ
Ｒ
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ
か
ら
の

報
告
が
続
き
、
書
誌
調
整
部
会
の
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
、

す
べ
て
の
参
加
者
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。
最
後
に
、

開
催
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ク
ヌ
ト
ゥ
セ
ン
氏
が
北
欧
諸
国
に
お
け
る
書

誌
調
整
の
現
状
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、
開
催
地
の
地
域
性
を
大
切

に
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
を
印
象
付
け
た
。

分
類
・
索
引
分
科
会
お
よ
び
目
録
分
科
会
合
同
オ
ー
プ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン

テ
ー
マ
を

｢

目
録
と
主
題
に
お
け
る
国
際
協
力
―
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

ク
セ
ス
の
時
代
に｣

と
設
定
し
、
複
数
の
言
語
ま
た
は
複
数
の
国
家
、

地
域
を
ま
た
が
り
、
典
拠

(

名
称
お
よ
び
主
題)

構
築
を
行
っ
た
事

例
に
つ
い
て
、
欧
米
各
国
か
ら
五
件
の
発
表
を
集
め
た
。
ど
の
発
表

も
実
例
が
基
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
参
加
者
の
関
心
は
高
く
、
し
ば

し
ば
制
限
時
間
一
杯
ま
で
の
質
問
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
に
関
す
る
現
状
報
告
が
行
わ
れ
た
。

書
誌
分
科
会
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
を

｢

全
国
書
誌
―
新
し
い
媒
体
へ
の
対
応
、
新
し
い
環
境

へ
の
挑
戦｣

と
北
欧
で
行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
ふ
さ
わ

し
く
設
定
し
、
四
件
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
お
も
な
内
容
は
、
電
子

媒
体
を
含
む
全
国
書
誌
に
向
け
て
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
、
そ
の
現
況
報

告
で
あ
っ
た
。

知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
科
会
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

書
誌
調
整
部
会
の
他
の
分
科
会
と
は
異
な
る
八
月
一
五
日
に
単
独

で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
を

｢

知
識
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―
将
来
へ
の
応

用｣

と
し
、
五
件
の
発
表
が
あ
っ
た
。
主
に
、
図
書
館
運
営
、
人
事

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
発
表
内
容
で
あ
っ
た
。
組
織
内
で
の
情
報

共
有
の
重
要
性
が
主
に
語
ら
れ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

八
月
一
八
日
開
催
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｓ
を
構
成
す
る
六
つ
の
国
立
図
書

館
か
ら
、｢

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る

に
は｣

を
テ
ー
マ
に
、
各
館
の
行
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

所
感書

誌
作
成
が
、
一
組
織
、
一
地
域
、
一
国
内
を
超
え
て
行
わ
れ
る

こ
と
は
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
欧
米
各
国
に
お
い
て
既
に
各
種
の

試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。
今
後
、
日
本
に
お
い

て
も
、
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
Ｉ
Ｍ
Ｅ
‐
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
、
新
し
い

｢

国
際
目
録
規
則｣

の
制

定
に
向
け
、
活
動
を
続
け
て
い
る
が
、
二
〇
〇
五
年
カ
イ
ロ
会
議
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大
会
と
時
期
を
ず
ら
し
て
、
一
二
月
一
二
日
か
ら
一
四
日

に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

(
い
な
は
ま

み
の
る

書
誌
部
逐
次
刊
行
物
課
課
長
補
佐)
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筆
者
は
、
子
ど
も
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会

(

以
後

Ｓ
Ｃ
Ｌ)

の
常
任
委
員
の
佐
藤
尚
子
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
サ
ー

ビ
ス
課
長
の
代
理
と
し
て
、
同
分
科
会
に
出
席
し
た
。
本
稿
で
は
、

Ｓ
Ｃ
Ｌ
常
任
委
員
会
を
中
心
に
報
告
す
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
大
会

(

一
九
五
五
年)

に
お
い
て
、

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
公
共
図
書
館
分
科
会
は
、
児
童
に
関
す
る
図
書
館
業
務
委

員
会

(

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ)

を
設
置
し
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
そ
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｆ

Ｌ
Ａ
を
も
っ
て
嚆
矢
と
し
て
お
り
、
今
年
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
発
足
五
〇
周

年
に
あ
た
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
記
念
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
、
公
共
図
書
館
分
科
会
と
の
共
催
に
よ
る
プ
レ
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス

｢
公
共
図
書
館
は

一
般
公
衆
の
教
育
か
ら
何

に
向
か
う
の
か

大
人
・

子
ど
も
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
の
た
め
の
社
会
の
パ
ラ

ダ
イ
ス
に
向
け
て
の
新
し

い
戦
略
設
計｣

(

八
月

一
〇
日
、
一
一
日
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ス
タ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー)

の
開
催
、
八
月
一
五
日
開

催
の
Ｓ
Ｃ
Ｌ
分
科
会
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ミ
ニ
展
示
会

に
取
り
組
ん
だ
。
八
月
一
八
日
の
評
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
ニ
ュ
ー

ズ
レ
タ
ー
の
優
秀
賞
の
発
表
が
行
わ
れ
た
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
発
足
五
〇
周
年
に
花
を
添
え
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｌ
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
は
、
八
月
一
三
日
、
一
五
日
、
一
九
日
に
、
オ
ス
ロ

会
議
セ
ン
タ
ー
や
ラ
ジ
ソ
ン
・
ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
委
員
長
に
は
、
Ｉ
・

ス
ト
リ
セ
ビ
ッ
ク
氏

(

ク
ロ
ア
チ
ア)

、
事
務
局
長
に
は
Ｉ
・
ボ
ン

氏

(

オ
ラ
ン
ダ)

が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
会
計
は
Ｎ
・
デ
ィ

ア
マ
ン
氏

(

フ
ラ
ン
ス)

、
広
報
は
、
前
任
者
の
Ｋ
・
レ
イ
・
リ
ン

氏

(

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル)

に
替
わ
っ
て
Ｉ
・
チ
ュ
ウ
氏

(

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル)

が
指
名
を
受
諾
し
た
。
チ
ュ
ウ
氏
以
外
は
二
期
目
と
な
る
。
恒

例
の
委
員
長
報
告
はIF

L
A

N
E

T

に
搭
載
予
定
と
い
う
こ
と
で
、

詳
し
い
報
告
は
な
か
っ
た
が
、
ス
タ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
に
お
け
る
プ
レ
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
常
任
委
員
一
四
名
が
参
加
し

た
こ
と
、
会
議
は
よ
く
組
織
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
併
せ
て
ス
ト
リ
セ
ビ
ッ
ク
委
員
長
は
、
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
児
童
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
に
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関
心
を
持
つ
人
々
と
、
時
間
を
か
け
て
会
う
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の

方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
数
多
く
集
ま
る
発
表
ペ
ー
パ
ー
の
査
読
と

選
定
等
、
周
到
な
準
備
が
必
要
な
の
で
、
三
年
後
の
ケ
ベ
ッ
ク
大
会

で
、
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
た
い
と
述
べ
た
。

今
年
の
Ｓ
Ｃ
Ｌ
も
、｢

赤
ち
ゃ
ん
・
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
子
・
家
族
・

介
護
者
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
、

リ
ン
ド
グ
レ
ン
記
念
賞
の
推
薦
、｢

二
〇
〇
五
―
二
〇
〇
六
戦
略
計

画｣

等
々
、
議
題
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
事

項
は
、
関
連
団
体
と
の
新
た
な
提
携
と
ソ
ウ
ル
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
検
討
で
あ
っ
た
。

(

関
連
団
体
と
の
提
携)

Ｋ
・
ラ
ゼ
ロ
カ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
は
、
評
議
会
に
お
け
る
会
長
報
告

の
中
で
、
図
書
館
だ
け
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
を
達
成
で

き
な
い
。
関
連
団
体
と
の
提
携
模
索
は
図
書
館
協
会
に
も
あ
て
は
ま

り
、
国
際
レ
ベ
ル
で
は
、
な
お
そ
の
必
要
性
が
あ
る
と
述
べ
、
先
行

し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
と
国
際
出
版
連
合

(
Ｉ
Ｐ
Ａ)

や
ブ
ル
ー
・
シ
ー
ル
ド
と
の
提
携
を
例
に
あ
げ
、
新
た
に
、
国
際
読

書
協
会

(

Ｉ
Ｐ
Ａ)

と
国
際
児
童
図
書
評
議
会

(

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ)
と
の

提
携
の
合
意
に
達
し
た
と
報
告
し
た
。
同
様
に
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
は
、

分
科
会
だ
け
で
も
公
共
図
書
館
、
読
書
、
学
校
図
書
館
、
視
覚
障
害

者
等
と
関
係
が
深
い
。
既
に
提
携
し
て
い
る
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン

ド
グ
レ
ン
記
念
賞

(

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
家
文
化
協
議
会)

に
加
え
、

今
後
の
国
際
的
提
携
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
と
国
際
児

童
デ
ジ
タ
ル
図
書
館

(

Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ)

と
の
提
携
が
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ア
ー
カ
イ
ブ
が
進
め
る
世
界
各
国
の
児
童
書
一
万
タ
イ
ト
ル
の
電
子

化
を
目
標
に
し
て
い
る
計
画
で
あ
る
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
の
Ａ
・

Ｃ
・
ウ
ィ
ー
ク
ス
氏
か
ら
、
各
国
の
児
童
書
電
子
化
へ
の
協
力
要
請

が
あ
っ
た
。
活
動
状
況
や
電
子
化
さ
れ
た
児
童
書
を
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｌ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

(h
ttp

:/
/
icd

lb
o
o
k

s.o
rg
)

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

二
〇
〇
六
年
ソ
ウ
ル
大
会
に
向
け
て)

来
年
の
ソ
ウ
ル
大
会
で
は
、
読
書
分
科
会
と
合
同
で
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
八
月
一
六
日
、
両
分
科
会

の
合
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
を
行
い
、

八
月
一
九
日
の
Ｓ
Ｃ
Ｌ
常
任
委
員
会
で
報
告
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、

ソ
ウ
ル
大
会
の
テ
ー
マ
に
沿
う
も
の
で
、｢

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク･

エ
ン
ジ

ン
と
し
て
の
図
書
館
―
人
と
読
書
の
掛
け
橋｣

で
あ
る
。
合
同
分
科

会
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
独
開
催
の
倍
の
四
時
間
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
提
案
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

各
国
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
現
状

②

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
支
え
る
公
共
の
政
策
・
世

界
の
状
況

③

世
界
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
研
究

④

世
界
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
最
良
の
実
践
報
告

Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
、
読

書
分
科
会
は
ア
フ
リ
カ
、
北
米
、
南
米
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ

報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
か
ら
は
日
本
の
文
庫
活
動
の
報

告
を
と
の
要
望
が
出
さ
れ
、
帰
国
後
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

537号／2005⑫ 国立国会図書館月報― 17―



ら
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

付
け
加
え
る
こ
と
も
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館

か
ら
、
来
年
五
月
に
開
館
予
定
の
韓
国
国
立
児
童
青
少
年
図
書
館
に

お
け
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
の
提
案
が
な
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
、
ソ
ウ
ル
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
と
し
て
、
要
望
の
強
い
国
際
子
ど
も
図
書
館
や
文
庫
活
動
を
含

む
我
が
国
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
見
学
す
る
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ

ル
・
ツ
ア
ー
を
提
案
し
た
。
ソ
ウ
ル
大
会
直
後
の
実
施
を
目
指
し
て
、

調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

子
ど
も
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
図
書
館
分
科
会
オ
ー
プ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン

八
月
一
五
日
、
オ
ス
ロ
会
議
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
、｢

子
ど
も
・
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
サ
ー
ビ
ス
―

過
去
・
現
在
・
未
来
へ
の
旅｣

と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。
定
員
三
〇
〇

名
ほ
ど
の
会
場
は
ほ
ぼ
埋
ま
り
、
五
〇
周
年
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ
し

い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
領
域

の
幅
の
広
さ
と
奥
行
き
に
、
あ
ら
た
め
て
思
い
を
馳
せ
、
加
え
て
、

生
涯
に
わ
た
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
最
初
の
ス
テ
ー
ジ
に
携
る
各
国
の
図

書
館
員
の
情
熱
と
志
に
触
れ
る
と
い
う
貴
重
な
機
会
と
も
な
っ
た
。

報
告
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

報
告

(

一)

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
公
共
図
書
館
の
現
状
と
こ
れ
か
ら

(

Ｌ
・

Ｈ
・
イ
ン
デ
ル
ガ
ー
ド
氏)

政
府
に
よ
る
児
童
書
購
入
と
図
書
館
へ
の
配
布
計
画
や
、
少
年

の
読
書
と
図
書
館
利
用
に
つ
い
て
興
味
深
い
報
告
が
あ
っ
た
。

報
告

(

二)

世
界
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
事
例

(

Ｉ
・
ボ
ン
事
務
局
長)

事
務
局
長
は
、
最
良
の
実
践
例
を
、
わ
か
り
や
す
い
写
真
と
そ

の
理
由
を
あ
げ
て
提
供
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

報
告

(

三)

児
童
・
青
少
年
サ
ー
ビ
ス
分
科
会
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら

(

Ｉ
・
ス
ト
リ
セ
ビ
ッ
ク
委
員
長)

委
員
長
は
、
五
〇
年
の
歴
史
を
語
る
に
は
、
ま
だ
デ
ー
タ
が
不

足
し
て
い
る
と
デ
ー
タ
提
供
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

終
了
後
、
コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ア
ー
ル
の
見
事
な
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。
会
場
入
り
口
で
は
、
五
〇
周
年

の
記
念
行
事
と
し
て
、
各
国
の
活
動
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示
会
が
開

催
さ
れ
た
。
一
緒
に
参
加
し
た

日
本
図
書
館
協
会
児
童
青
少
年

委
員
会
の
依
田
和
子
氏

(

今
期

か
ら
Ｓ
Ｃ
Ｌ
常
任
委
員
、｢

よ

こ
は
ま
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
レ
ン

ド｣

代
表)

と
、
持
参
し
た
国

際
子
ど
も
図
書
館
の
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
・
展
示

会
目
録
や
日
本
図
書
館
協
会
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
展
示
し
、

好
評
で
あ
っ
た
。

(

む
ら
や
ま

た
か
お

国
際
子
ど
も
図
書
館
長)
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終
わ
り
に

オ
ス
ロ
か
ら
ソ
ウ
ル
へ

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

オ
ス
ロ
に
続
く
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
大

会
は
、
来
年
、
ソ
ウ
ル

(

韓

国)

で
、｢

図
書
館
―
知
識

情
報
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・

エ
ン
ジ
ン｣

を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
が
東

ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
の
は

一
九
八
六
年

(

東
京)

、

一
九
九
六
年

(

北
京)

に
続

く
も
の
で
、
奇
し
く
も
一
〇

年
毎
と
な
る
。
二
〇
年
前
の

東
京
大
会
は
、
日
本
の
図
書

館
の
国
際
化
に
期
を
画
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
隣
国
で

開
催
の
来
年
の
ソ
ウ
ル
大
会

も
ま
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て

国
際
交
流
の
好
機
と
位
置
付

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
言
う
の
も
日
本
の
図
書
館

の
活
動
は
、
言
語

の
制
約
な
ど
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
、

世
界
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
世
界
の
図
書

館
活
動
に
参
画
す

る
こ
と
も
、
現
状

で
は
多
く
は
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
往

来
容
易
な
ソ
ウ
ル

で
開
催
さ
れ
る
来

年
の
大
会
に
多
く

の
日
本
の
図
書
館

人
が
参
加
し
、
自

分
た
ち
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
努
力
は
、
同
時
に
国
際

的
な
図
書
館
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
一
方
、
無
論
、
オ

ス
ロ
大
会
参
加
の
私
ど
も
に
と
っ
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
会

で
得
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
は
頗
る
多
い
。
受
信
と
送
信
、
文
字
ど
お

り
の
交
流
が
ソ
ウ
ル
で
幅
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
成
果
の

大
き
い
会
議
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

(

国
立
国
会
図
書
館
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
オ
ス
ロ
大
会
派
遣
団)
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音
楽
あ
ふ
れ
る
街

八
月
一
四
日
の
開
会
式
は
、
グ
リ
ー
グ

作
曲

｢
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
組
曲｣

の

｢

朝｣

で
始
ま
っ
た
。
続
く
行
事
も
音
楽
に
彩
ら

れ
て
い
た
。
一
五
日
の
夕
刻
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

国
立
図
書
館
の
開
館
式
典
に
際
し
て
、
屋

外
で
催
さ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
女

性
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
ラ
イ

ブ
が
あ
っ
た
。
一
六
日
の
文
化
の
夕
べ
は
、

オ
ス
ロ
近
郊
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
文
化
歴
史
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
。
国
内
各
地
か
ら
歴
史
的

な
建
造
物
を
移
築
し
、
展
示
し
て
い
る
会
場
が
、

民
族
音
楽
有
り
、
大
道
芸
有
り
の
一
大
野
外
劇

場
と
な
っ
た
。｢

展
示｣

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ス

タ
ー
ヴ
教
会
で
行
わ
れ
た
女
性
歌
手
に
よ
る
民

族
音
楽
は
自
身
の
声
と
足
で
リ
ズ
ム
を
と
る
無

伴
奏
の
独
唱
で
あ
っ
た
が
、
狭
く
、
暗
い
堂
内

に
い
て
も
、
そ
の
歌
声
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
清
冷

な
空
気
を
想
起
さ
せ
た
。
文
化
の
夕
べ
の
帰
り

道
、
時
刻
は
と
う
に
一
一
時
を
過
ぎ
て
い
た
が
、

通
り
の
カ
フ
ェ
は
熱
心
な
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
で
一

杯
だ
っ
た
。
帰
国
を
控
え
た
一
九
日
夜
に
は
、

港
の
広
場
で｢

オ
ス
ロ
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル｣

が
開
催
さ
れ
、
遅
く
ま
で
人
の
流
れ
が

絶
え
な
か
っ
た
。

(

村
山
�
雄)

オ
ス
ロ
の
公
共
図
書
館

滞
在
中
、
公
共
図
書
館
で
は
、
オ
ス
ロ
中
央
図
書

館
と
そ
の
ト
ー
シ
ョ
フ
分
館
を
訪
問
し
た
。
ト
ー
シ
ョ

フ
分
館
は
、
オ
ス
ロ
の
北
部
サ
グ
ネ
地
区
に
位
置
し

て
い
る
。
人
口
は
約
三
万
。
伝
統
的
な
産
業
の
衰
退

に
伴
い
、
労
働
者
の
町
か
ら
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
経

歴
を
持
つ
高
齢
者
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
移

民
、
学
生
と
若
年
層
、
高
学
歴
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

層
、
高
い
割
合
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

い
う
複
雑
な
人
口
構
成
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
あ
っ

た
図
書
館
政
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
特
に
、
若
い

女
性
移
住
者
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
成
人
女

性
に
対
す
る
会
話
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
公
開
書
架

に
占
め
る
児
童
書
の
割
合
は
か
な
り
大
き
い
。
ま
た
、

｢

バ
リ
ア
フ
リ
ー
図
書｣

の
提
供
の
ほ
か
、
資
料
検

索
結
果
の
音
声
化
、
点
字
化
に
加
え
、
表
示
の
拡
大

化
や
色
を
使
い
分
け
る
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
分
館
は
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
図
書
館
を
実
践

し
て
い
た
。

(

村
山
�
雄)

オ
ス
ロ
で
み
つ
け
た
日
本
語

初
日
の
夜
オ
ス
ロ
に
到
着
し
、
翌
早
朝
、
そ
こ
か

ら
さ
ら
に
北
の
プ
レ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
会
場
へ
向
か

う
た
め
に
、
ま
た
オ
ス
ロ
国
際
空
港
に
来
た
。
本
屋

で
背
表
紙
を
な
が
め
な
が
ら
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
る

と
、
な
ん
と
日
本
語
の
本
が
私
を
手
招
き
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。『

北
極
光
・
白
夜』

を
取

り
出
し
て
み
る
。
真
四
角
の
小
さ
な
写
真
集
で
、

オ
ー
ロ
ラ
や
白
夜
の
写
真
に
古
今
の
有
名
文
学

作
品
の
一
節
が
付
し
て
あ
る
。
イ
プ
セ
ン
を
初

め
と
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
品
の
翻
訳
も
あ
る

が
、
多
く
は
日
本
の
も
の
。
明
け
始
め
た
暗
い

空
、
緑
色
に
輝
く
オ
ー
ロ
ラ
の
下
に
、
た
っ
た

一
行

｢

冬
は
、
つ
と
め
て｣

。
沈
ま
ぬ
太
陽
を

遠
く
に
臨
む
湖
の
景
色
の
左
に
、
涼
し
げ
な
夏

を
詠
ん
だ
一
茶
の
句
。
長
距
離
移
動
に
疲
れ
た

体
に
沁
み
入
る
よ
う
な
美
し
い
日
本
語
と
写
真

の
競
演
で
あ
っ
た
。
即
座
に
購
入
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
大
会
期
間
中
で
あ
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
休
憩
時
間
や
会
議
後
の
ひ
と
と
き
に
頭
を
休

め
た
会
場
近
く
の
ヨ
ン
グ
ス
広
場
は
、
私
の
オ

ス
ロ
で
の
お
気
に
入
り
の
場
所
だ
っ
た
。
広
場

に
並
ぶ
露
店
は
、
曜
日
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、

平
日
は
野
菜
・
果
物
と
衣
類
、
金
・
土
は
そ
れ

に
華
や
か
な
ア
ク
セ
サ
リ
が
加
わ
っ
た
。
日
曜

日
は
全
部
お
休
み
で
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

近
所
の
人
た
ち
が
石
畳
に
大
き
な
チ
ェ
ス
板
を

広
げ
て
、
膝
の
高
さ
ほ
ど
の
コ
マ
を
か
か
え
て

対
戦
し
て
い
た
。
こ
の
広
場
の
片
隅
に
、
小
さ

な
石
を
一
つ
載
せ
た
台
座
が
あ
る
。
何
か
と
思
っ
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て
近
づ
い
て
み
る
と
、
石
の
右
側
に
日
本
語
が

書
か
れ
て
い
る

こ
れ
は
ヒ
ロ
シ
マ
の
爆
心

地
に
あ
っ
た
石
で
す
。
左
側
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語

で
、
お
そ
ら
く
同
じ
説
明
が
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
思
い
が
け
な
い
場
所
で
、
日
本
語
に
、

そ
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
に
出
会
っ
て
驚
い
た
が
、
聞

け
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
う
ち
平
和
賞
だ
け
は
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
は
な
く
、
こ
こ
オ
ス
ロ
で
授
与
さ

れ
る
と
い
う
。｢

な
る
ほ
ど｣
な
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
な
の
で
あ
る
。

(
小
林
直
子)

｢

ミ
ニ
テ
ィ
ン｣

て
何
だ
ろ
う

ノ
ル
ウ
ェ
ー
議
会
議
事
堂
を
見
学
し
た
際
、

そ
の
一
角
に

｢

ミ
ニ
テ
ィ
ン｣

(
M

in
itin
)

と
呼
ば
れ
る
児
童
教
育
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
施
設
は
、
児

童
が
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
画
面
で
ク
イ
ズ
に
答
え
た

り
、
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
り
、
ま
た
模
擬
議
会

で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、

議
会
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
自
然
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
指
導
員
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
、
施
設
が
一
体

と
な
っ
た
児
童
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ

の
議
会
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
、
常
時
児

童
を
招
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
施
設
は
、
北
欧
五
か
国
に
普
及
し
て
い

る
と
も
聞
い
た
。
施
設
の
説
明
を
し
て
く
れ
た
指
導

員
の
方
は
、
こ
こ
に
来
る
子
供
達
の
中
の
何
人
か
で

も
議
会
に
興
味
を
持
ち
、
将
来
国
の
指
導
者
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
子
供
達
に

接
し
て
い
ま
す
と
語
っ
て
い
た
。
北
欧
の
議
会
制
民

主
主
義
の
根
の
深
さ
を
感
じ
た
。

(

鎌
田
文
彦)

ト
ラ
ム
に
乗
ら
む

ホ
テ
ル
と
会
議
場

や
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

の
間
の
移
動
手
段
と

し
て
、
筆
者
が
最
も

気
に
入
っ
て
い
た
の

は
、｢

ト
ラ
ム｣

と

呼
ば
れ
る
路
面
電
車

で
あ
っ
た
。
オ
ス
ロ

市
内
に
は
、
八
系
統

の
ト
ラ
ム
路
線
が
あ

り
、
主
要
な
場
所
に
は
ト
ラ
ム
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
系
統
を
間
違
え
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
方

向
に
運
ば
れ
て
し
ま
う
の
で
、
最
初
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
停
車
場
の
案
内
図
を
見
な
が
ら
、
決
死
の
思
い

で
こ
れ
ぞ
と
い
う
番
号
の
ト
ラ
ム
に
乗
り
込
み
、
乗
っ

た
ら
乗
っ
た
で
、
降
り
る
場
所
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
ま
た

(

た
ぶ
ん)

必
死
の
形
相
で
車
内
の

停
車
表
示
を
に
ら
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
さ
い
わ
い

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
慣
れ
、
街
の
た
た
ず
ま
い

を
ゆ
っ
く
り
と
車
中
か
ら
鑑
賞
す
る
余
裕
も
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ム
の
乗
り
降
り
の
ル
ー
ル
が
、
最
初
は

分
か
ら
な
か
っ
た
。
乗
客
は
好
き
な
ド
ア
か
ら

勝
手
に
出
入
り
し
て
い
る
。
運
転
手
が
乗
車
券

や
料
金
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

最
初
に
ト
ラ
ム
に
乗
っ
た
と
き
に
、
隣
の
人
に

聞
い
て
、
車
内
の
あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ス
タ
ン
プ
機
に
乗
車
券
を
差
し
入
れ
て
、
自

分
で
ス
タ
ン
プ
を
押
せ
ば
よ
い
と
教
え
て
も
ら
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
完
全
に

自
己
管
理

(

？)

で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
、
時
々
抜
き
打
ち
の
検
札
が
あ
り
、
乗
車
券

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し

て
い
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
高
額
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
と
書
い
て
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
よ
う
な
検
札
は
、
筆
者
の
滞
在
中
は
見
か

け
な
か
っ
た
。
市
民
の
良
識
を
前
提
と
す
る

｢

オ
ト
ナ｣

の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
感
じ
が
し
た
。

(

鎌
田
文
彦)

カ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
通
り

カ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
通
り
は
、
実
に
気
持
ち
の

い
い
坂
道
で
あ
る
。
毎
日
の
よ
う
に
、
こ
の
通

り
を
歩
い
て
会
場
に
向
か
っ
た
。
帰
り
道
で
は
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子
ど
も
連
れ
の
夫
婦
に
よ
く
出
会
っ
た
。
赤
ち
ゃ

ん
が
や
け
に
多
い
街
だ
と
思
っ
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
人
口
は
約
四
六
〇
万
人
、
首
都
オ
ス
ロ
の
人

口
は
約
五
二
万
人
で
あ
る
。
九
〇
年
代
半
ば
か

ら
人
口
増
に
転
じ
て
い
る
が
、
移
民
数
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
出
生
率
は
高
く
な
い
。

ま
た
、
長
寿
国
で
も
あ
る
。
子
育
て
支
援
の
た

め
の
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
せ
い
で
あ
ろ

う
か
。
通
り
に
は
、N

o
rli

やT
A

N
U

M

と

い
っ
た
大
き
な
書
店
が
あ
る
。
リ
ン
ド
グ
レ
ン

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
で
あ
る
が
、
児
童
書
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
赤
い
背
表
紙
の｢

ア
ス
ト
リ
ッ

ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ン
著
作
集｣

が
目
立
っ
て
い

た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
新
学
期
は
八
月
中
旬
に
始

ま
る
。
書
店
は
、
学
生
や
親
子
連
れ
で
、
結
構

繁
盛
し
て
い
る
。
通
り
で
は
、
学
生
た
ち
が
、

屈
託
の
な
い
笑
顔
で
、
書
店
の
ま
ん
前
に
自
分

達
の
お
古
の
教
科
書
を
並
べ
売
っ
て
い
た
。
近

く
に
あ
る
オ
ス
ロ
大
学
の
学
生
た
ち
で
あ
ろ
う

か
。
書
店
と
し
て
は
苦
情
の
ひ
と
つ
も
い
い
た

か
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
翌
日
も

｢

店｣

は

出
て
い
た
。
伝
統
行
事
ら
し
い
。
何
と
も
大
ら

か
な
風
景
で
あ
っ
た
。
八
月
半
ば
午
後
八
時
。

外
は
ま
だ
明
る
い
。
通
り
の
カ
フ
ェ
は
西
日
を

浴
び
な
が
ら
つ
か
の
間
の
夏
を
謳
歌
す
る
人
々

で
賑
わ
っ
て
い
た
。

(

村
山
�
雄)

小
さ
な
芸
術
？

ど
こ
の
街
に
も
あ
る

壁
の
落
書
き
。
こ
ぎ
れ

い
な
雰
囲
気
の
オ
ス
ロ

に
も
あ
る
の
か
な
と
、

道
に
迷
っ
て
裏
通
り
を

歩
い
て
い
る
と
あ
り
ま

し
た
。
ど
こ
か
日
本
の
も
の
と
似
た
タ
ッ
チ

(

写
真)

。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

稲
濱
み
の
る)

｢

人｣

優
先

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
テ
ル
か
ら
会

議
場
ま
で
、
し
ば
し
ば
徒
歩
で
往
復
し
た
。
こ
の
往

復
で
驚
い
た
こ
と
は
、
信
号
で
あ
る
。
ど
う
も
信
号

の
意
味
が
こ
こ
で
は
違
う
ら
し
い
、
と
気
が
つ
い
た
。

青
信
号
が

｢

さ
あ
渡
っ
て｣

の
サ
イ
ン
で
あ
る
こ

と
は
万
国
共
通
で
あ
る
。
一
方
、
赤
信
号
は
と
言
え

ば
、
オ
ス
ロ
で
は

｢
止
ま
っ
て
待
っ
て｣

で
は
な
く

て

｢

注
意
し
て
渡
ろ
う｣

。
信
号
が
赤
の
場
合
、
歩

行
者
は
、
右
・
左
を
み
て
車
が
近
く
に
来
て
な
け
れ

ば
横
断
す
る
。
ま
あ
こ
こ
ま
で
は
、
他
の
国
で
も
見

ら
れ
る
。
オ
ス
ロ
が
違
う
の
は
、
そ
こ
で
車
が
近
づ

い
て
き
て
も
、
歩
行
者
は
ゆ
っ
く
り
堂
々
と
横
断
歩

道
を
渡
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
小
走
り
に
な
る
の
は
日

本
人
の
私
ぐ
ら
い
。
車
の
方
も
速
度
を
緩
め
て
人
が

渡
り
終
え
る
の
を
待
ち
、
決
し
て
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
鳴
ら
し
て
人
を
急
が
せ
た
り
し
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
納
得
し
た
の
は
、
こ
こ
オ
ス

ロ
で
は
道
路
が
歩
行
者
つ
ま
り
は｢

人｣

を
中
心

に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
単
純
な
こ

と
だ
っ
た
。｢

車｣

優
先
で
は
決
し
て
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
町
に
は
ほ
か
に
も
い

ろ
い
ろ
と
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

デ
パ
ー
ト
な
ど
の
閉
店
時
間
。
ホ
テ
ル
や
飲
食

店
を
除
く
と
、
オ
ス
ロ
で
は
ど
こ
も
夕
方
五
時

が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
日
の
日
程
の
あ
と
で
、

何
か
お
土
産
で
も
、
と
旅
行
者
が
物
色
す
る
に

は
、
不
便
極
ま
り
な
い
。
仕
事
の
あ
と
で
買
物

す
る
市
民
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
、｢

う
ー
む｣

と
考
え
込
ん
だ
。

そ
し
て
結
局
、
店
で
働
く
人
々
の
暮
ら
し
が
、

五
時
閉
店
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
の
だ
、

と
得
心
し
た
。
仕
事
の
あ
と
、
家
に
帰
っ
て
家

族
揃
っ
て
の
夕
食
・
団
欒
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
店
は
五
時
に
閉
め
る
。
買
い
物
す
る
側
か

ら
は
不
便
で
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
、
な
の
だ
。

私
た
ち
の
当
た
り
前
と
オ
ス
ロ
の
人
々
の
当
た

り
前
が
、
食
い
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
言
い
換

え
れ
ば
、
暮
ら
し
の
重
心
の
置
き
方
が
違
う
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

(

安
江
明
夫)
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オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館

(�
�
�
��
�
����

�
	
�

���

��
���
)

と
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
交
流
関
係
は
長
い
歴
史
が
あ
る
。
ま
た
、
オ

ラ
ン
ダ
に
多
く
の
学
術
出
版
社
が
あ
る
こ
と
は
、
当
館
を
含
め
我
が

国
の
図
書
館
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
国
の
国
立
図
書
館
の
間
の
協
力
に
関
す
る

｢

国
立

国
会
図
書
館
と
王
立
図
書
館
と
の
間
の
協
定(A

g
reem

en
t

b
etw

een

T
h

e
N

a
tio

n
a
l

D
iet

L
ib

ra
ry

a
n

d
T

h
e

K
o
n

in
k

lijk
e

B
ib

lio
th

eek
)｣

が
、
ヴ
ィ
ム
・
フ
ァ
ン･

ド
リ
メ
レ
ン

(W
im

v
a
n

D
rim

m
elen
)

オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
長
と
黒
澤
�
雄
国
立
国
会
図

書
館
長
に
よ
り
署
名
さ
れ
、平
成
一
七
年
八
月
二
二
日
に
締
結
さ
れ
た
。

協
定
は
、
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
と
当
館
は
多
く
の
分
野

で
共
通
の
関
心
を
持
ち
、
双
方
と
も
以
下
の
こ
と
を
目
的
と
し
た
戦

略
を
策
定
し
て
い
る
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
自
館
の
蔵
書
お
よ
び
目
録
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
、
デ
ジ
タ
ル
遺

産
の
保
存
、
自
国
の
紙
媒
体
遺
産
の

保
存
で
あ
る
。
こ
う
し
た
共
通
の
目

的
の
た
め
に
、
こ
の
協
定
で
は
次
の

こ
と
に
同
意
が
な
さ
れ
た
。

・

強
固
な
実
務
的
協
力
関
係
を
築

く
こ
と
。

・

特
に
前
記
の
三
分
野
に
お
い
て
情
報
お
よ
び
経
験
を
共
有
す
る

こ
と
。

・

デ
ジ
タ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
へ
の
長
期
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
保
管
に

関
す
る
解
決
法
の
共
同
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
。

次
に
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
両
館
は
、
主
要
な
分
野

に
お
い
て
連
携
協
力
を
進
め
る
た
め
に
担
当
す
る
職
員
を
指
名
す
る

こ
と
、
お
よ
び
戦
略
計
画
や
年
次
報
告
書
等
の
基
本
文
書
を
交
換
す

る
こ
と
を
こ
の
協
定
で
合
意
し
た
。
す
で
に
両
館
は
双
方
の
担
当
職

員
を
通
知
し
合
っ
た
。
今
後
は
、
協
定
の
趣
旨
に
則
し
て
交
流
、
協

力
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
本
協
定
は
締
結
日
か
ら
四
年
間
効
力
を
有
し
、
そ
の
後
は

結
果
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
に
あ
る
王
立
図
書
館
は
欧
州
図
書
館

(T
h

e

E
u

ro
p
ea

n
L

ib
ra

ry
)

の
事
務
局
を
務
め
て
お
り
、
ま
たIF

L
A

(

国
際
図
書
館
連
盟)

本
部
に
施
設
を
提
供
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
立
図
書
館
界
の
中
で
図
書
館
協
力
の
核
と
し
て
活
躍
を
し
て

き
て
お
り
、
電
子
情
報
の
保
存
に
つ
い
て
も
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
オ
ラ
ン
ダ
王
立
図
書
館
と

の
協
力
は
当
館
に
と
っ
て
も
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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平
成
一
七
年
度
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
議
会
事
務
局
図
書
室
職
員
等
と
の
連
絡
会
議
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
一
日
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
新
館

研
修
室
に
お
い
て
標
記
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
連
絡
会
議
は
国
立

国
会
図
書
館
法
第
二
一
条

(

図
書
館
の
組
織
及
び
図
書
館
奉
仕
の
改

善
に
つ
き
地
方
議
会
を
援
助
す
る)

に
基
づ
き
、
地
方
議
会
の
図
書

室
お
よ
び
調
査
担
当
職
員
を
対
象
と
し
て
平
成
元
年
か
ら
隔
年
で
開

催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
三
七
の
都
道
府
県
お
よ
び
政
令

指
定
都
市
議
会
事
務
局
か
ら
四
一
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、｢

議
会
事
務
局
が
利
用
で
き
る
国
立
国
会
図
書
館
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス｣

と
題
し
て
、
兼
松
芳
之
主
題
情
報
部
参
考
企

画
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
長
と
板
垣
裕
一
調
査
及
び
立
法
考
査
局
電
子

情
報
サ
ー
ビ
ス
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係
長
が

報
告
し
た
。
当
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
法
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

の
各
種
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル

(
一
般
的

な
も
の
・
国
会
会
議
録
等
特
に
議
会
サ
ー

ビ
ス
に
利
用
で
き
る
も
の)

を
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
た
デ
モ
も
ま
じ
え
て
紹
介
し
、

参
加
者
の
関
心
も
高
か
っ
た
。

次
に

｢

調
査
業
務
の
ヒ
ン
ト
―
情
報
収

集
か
ら
提
供
ま
で｣

と
題
し
て
、
岡
村
美
保
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
課
課
長
補
佐
が
報
告
し
た
。
当
館
が
国
会
向
け
に
提
供
し
て
い
る

調
査
サ
ー
ビ
ス
と
一
般
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
の
違
い
、
調
査
す
る
上

で
の
注
意
点
、
調
査
の
種
類
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

懇
談
お
よ
び
意
見
交
換
で
は
、
上
記
報
告
の
内
容
に
つ
い
て
の
追

加
質
問
や
、
当
館
が
国
会
向
け
に
作
成
し
て
い
る

｢

国
政
の
論
点｣

、

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
、
資
料
分
類
法
、
資
料
廃
棄
基
準
に
つ

い
て
の
質
問
の
ほ
か
、
各
議
会
事
務
局
の
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
・
貸

出
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
、
司
書
有
資
格
者
が
い
な
い
図
書
室
で
の
複
写

業
務
の
実
際
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
国
会
向
け
の
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
立
法
資
料
を
収

集
・
管
理
し
て
い
る
調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課

と
、
国
内
外
の
議
会
資
料
、
法
令
資
料
、
官
庁
資
料
等
を
所
蔵
す
る

議
会
官
庁
資
料
室
の
見
学
を
行
っ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提
供
さ

れ
て
い
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
紹
介
が
有
用
だ
っ
た
と
い
う
多

数
の
意
見
の
ほ
か
、
調
査
業
務
の
位
置
づ
け
が
参
考
に
な
っ
た
、
他

の
事
務
局
の
状
況
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
等
の
意
見
、
調
査
業
務
に

し
ぼ
っ
た
研
修
の
要
望
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、

今
後
も
実
務
者
に
役
に
立
つ
研
修
、
相
互
理
解
の
場
と
し
て
の
連
絡

会
議
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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平
成
一
七
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長
と
の
懇
談
会
に
つ
い
て

平
成
一
七
年
一
一
月
二
日
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に

お
い
て
、
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
委
員
館
お
よ
び
関
係

機
関
・
団
体
の
代
表
者
を
招
請
し
、
標
記
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

黒
澤
�
雄
国
立
国
会
図
書
館
長
お
よ

び
土
屋
俊
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力

委
員
会
委
員
長

(

千
葉
大
学
附
属
図
書

館
長)(

写
真)

か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

当
館
か
ら
三
題
、
大
学
図
書
館
か
ら
二

題
の
報
告
を
行
っ
た
。

当
館
か
ら
は
塚
本
孝
総
務
部
副
部
長

が

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
利

用
に
関
す
る
制
度
化
に
つ
い
て｣

、

植
月
献
二
同
部
企
画
課
電
子
情
報
企
画
室

長
が

｢

国
立
国
会
図
書
館
の
ポ
ー
タ
ル
と

学
術
情
報
の
ア
ー
カ
イ
ブ｣

、
岡
田
三
夫

主
題
情
報
部
長
が

｢

科
学
技
術
関
係
情
報

の
整
備
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
当
館
の
最

近
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

大
学
図
書
館
側
か
ら
は
、
笹
川
郁
夫
東

京
大
学
附
属
図
書
館
事
務
部
長
が

｢

書
誌

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
現
状
と
課
題
―
学
術

情
報
シ
ス
テ
ム
の
将
来｣

、
仲
野
憲
一
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
事
務

部
長
が

｢

大
学
に
お
け
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
構
築
―
千
葉
大
学
学

術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ(C

U
R

A
T

O
R
)

紹
介｣

と
題
し
て
報
告
し
た
。

続
く
懇
談
で
は
、
主
に
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
の
問
題
を
中
心

に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
大
学
図
書
館
側
か
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
の
制
度
的
収
集
に
つ
い
て
、
収
集
保
存
す
べ
き
情
報
の

価
値
判
断
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ポ
ー
タ
ル
の
実
現
可
能
性
等
に
つ
い

て
質
問
・
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
当
館
か
ら
は
、
権
利
者

側
や
文
化
庁
・
法
務
省
等
、
関
係
す
る
機
関
に
意
見
を
求
め
つ
つ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
最
大
限
の
収
集
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、

ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
当
館
に
ア
ク
セ
ス
す
る
利
用
者
を
当
館
の

蔵
書
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
情
報
に
導
く
た
め
、
大
学
や
国
立
情

報
学
研
究
所
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
の

説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
名
古
屋
大
学
か
ら
、
当
館
の
協
力
も
得
て
、

本
年
八
月
に
電
子
図
書
館
国
際
会
議
を
開
催
し
、
成
功
裏
に
終
了
し

た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
後
、
大
学
図
書
館
と
当
館
と

の
協
力
・
連
携
を
更
に
具
体
的
に
進
め
る
必
要
性
を
双
方
で
あ
ら
た

め
て
確
認
し
た
。

最
後
に
安
江
明
夫
副
館
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

(

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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カ
ス
テ
ラ
読
本

復
古
創
新

�
砂
屋

カ
ス
テ
ラ
本
家
�
砂
屋
刊

(

〒
850-
0904

長
崎
市

船
大
工
町
三
番
一
号)

二
〇
〇
五
・
一

一
八
七
頁

Ｂ
５

(D
L

698-H
38)

｢

鶏
卵
一
〇
個
、
砂
糖
六
〇
〇
グ
ラ
ム
、
小
麦
粉

六
〇
〇
グ
ラ
ム｣

こ
の
材
料
か
ら
ど
ん
な
お
菓
子
が
出
来
上
が
る
か
、

想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は

『

南
蛮
料
理
書』

(

成
立
年
次
推
定

一
六
〇
〇
年
頃
・
筆
者
不
詳)

に
記
載
さ
れ
て
い
る

カ
ス
テ
ラ

(

か
す
て
ぼ
う
ろ)

の
材
料
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
材
料
と
当
時
の
技
術
で
は
、
現
在
我
々

が
口
に
し
て
い
る
よ
う
な
カ
ス
テ
ラ
を
焼
き
上
げ
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
。

南
蛮
菓
子
の
代
表
格
と
さ
れ
る
カ
ス
テ
ラ
。
あ
の

甘
み
の
深
い
ふ
っ
く
ら
と
し
た
黄
色
の
お
菓
子
が
、

実
は
最
初
か
ら
今
の
よ
う
な
食
感
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
意
外
に
少
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

長
崎
の
老
舗
�
砂
屋
が
今
年
一
月
に
刊
行
し
た

『

カ
ス
テ
ラ
読
本

復
古
創
新

�
砂
屋』

(

以
下
本

書
と
す
る)

に
は
、
カ
ス
テ
ラ
の
出
自
来
歴
を
詳
ら

か
に
す
る
た
め
の
数
々
の
試
み
と
そ
の
成
果
、
そ
し

て
カ
ス
テ
ラ
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
�
砂
屋
の
歩

み
な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

カ
ス
テ
ラ
研
究
に
つ
い
て
主
に
扱
っ
て
い
る
の
は

前
半
の
第
一
編

｢

カ
ス
テ
ラ
編｣

と
題
さ
れ
る
部
分

で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、
カ
ス
テ
ラ
の
原

型
と
思
わ
れ
る
も
の
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
複
数
有
り
、

そ
の
い
ず
れ
も
現
在
の
カ
ス
テ
ラ
よ
り
か
な
り
硬
い

食
感
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
未
発
達
な
攪

拌
技
術
や
長
期
の
航
海
に
堪
え
得
る
保
存
食
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
類
推
さ
れ
る
そ
の
事
実
は
、
冒
頭

に
述
べ
た

『

南
蛮
料
理
書』

記
載
の
製
法
に
も
符
合

す
る
。
そ
も
そ
も
、
西
洋
に
は

｢

か
す
て
ら｣

と
呼

ば
れ
る
食
品
は
無
い
。
日
本
に
伝
来
し
た
折
に
カ
ス

テ
ラ

(

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ)

王
国
の
お
菓
子
と
し
て

そ
の
名
が
伝
わ
っ
た
と
す
る
説
や
、
あ
る
い
は
製
法

を
尋
ね
た
際
に

｢

お
城

(

カ
ス
テ
ロ)

の
よ
う
に
高

く
泡
立
て
る｣

と
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
命
名
の
理
由

で
あ
る
と
す
る
説
な
ど
、
そ
の
名
の
由
来
に
は
諸
説

あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

｢

か
す
て
ら｣

と
い
う
名

が
日
本
特
有
の
呼
び
名
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

こ
の
南
蛮
菓
子
の
特
徴
は
、
材
料
に
卵
と
砂
糖
を
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
天
武
天
皇
の

時
代
以
降
食
肉
が
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
日
本
に
は
鶏

卵
を
食
す
習
慣
は
な
く
、
製
菓
に
使
用
す
る
甘
味
料

も
甘
葛

(

あ
ま
ず
ら)

と
呼
ば
れ
る
、
つ
る
草
か
ら

と
っ
た
も
の
が
主
流
で
砂
糖
は
ま
だ
ま
だ
貴
重
だ
っ

た
。
そ
ん
な
当
時
の
日
本
人
に
は
卵
の
風
味
も
生
地

の
黄
色
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
し
、
何

よ
り
そ
の
甘
さ
は
彼
ら
を
驚
か
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

カ
ス
テ
ラ
は
伝
来
以
降
そ
の
名
も
味
わ
い
も
、
わ
が

国
で
独
自
の
変
化
を
遂
げ
て
き
た
が
、
そ
の
最
大
の

特
徴
は
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

本
書
で
は
、
そ
の
製
法
や
味
わ
い
の
変
遷
を
Ｑ
＆

Ａ
や
エ
ッ
セ
イ
風
の
考
察
、
年
表
、
図
表
な
ど
を
交

え
て
読
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
素
朴

に
思
え
て
そ
の
実
高
度
な
Ｑ
＆
Ａ
は
、
好
奇
心
を
刺

激
さ
れ
て
思
わ
ず
一
気
に
読
ん
で
し
ま
う
面
白
さ
で

あ
る
し
、
筆
者
が
カ
ス
テ
ラ
へ
の
思
い
入
れ
を
語
り

つ
つ
、
伝
来
当
時
に
思
い
を
馳
せ
て
初
め
て
カ
ス
テ

ラ
を
口
に
し
た
日
本
人
の
心
境
を
想
像
し
た
考
察
は
、
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大
げ
さ
で
は
な
く
実
感
の
こ
も
っ
た
感
動
を
伝
え
て

い
る
。

ま
た
、
多
く
の
記
事
が
カ
ス
テ
ラ
の
事
跡
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
長
崎
の
歴
史
を
語
っ
て
い
る
点
も
特

筆
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
国
際
貿
易
の
拠
点
で

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
基
地
で
も
あ
っ
た
長
崎
。

そ
の
歴
史
的
背
景
を
語
ら
ず
し
て
カ
ス
テ
ラ
の
普
及

と
発
展
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
古
文
書
や
町
民
の
生
活
の
記
録
に
登
場
す
る
カ

ス
テ
ラ
の
事
例
を
い
く
つ
も
取
り
上
げ
、
時
代
ご
と

の
カ
ス
テ
ラ
の
位
置
付
け
を
考
察
し
た
記
述
な
ど
は

切
り
口
が
新
鮮
で
非
常
に
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

後
半
第
二
編
は

｢

�
砂
屋
編｣

と
題
さ
れ
、
前
半

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
社
史
的
な
雰
囲
気
に
一
瞬
戸

惑
う
が
、
内
容
を
読
め
ば
前
半
の
カ
ス
テ
ラ
研
究
を

生
か
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

｢

復
古
創
新｣

の
四
文
字
が
伊
達
で
は
な
い
こ
と
を

感
じ
さ
せ
る
。

�
砂
屋
は
本
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
様
々
な
目
的
を

掲
げ
て
い
る
。
研
究
成
果
の
報
告
や
カ
ス
テ
ラ
へ
の

興
味
の
喚
起
な
ど
が
そ
の
筆
頭
に
あ
る
こ
と
は
こ
れ

ま
で
の
記
述
か
ら
お
分
か
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

私
が
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
の
目
的
の

末
尾
に
相
互
理
解
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
添
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
厳
し
い
世
界
情
勢
を

憂
え
、
そ
れ
を
カ
ス
テ
ラ
伝
来
期
の
東
西
関
係
に
擬

え
て
、
交
流
と
そ
れ
に
よ
る
発
展
の
可
能
性
を
示
唆

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
多
少
突
飛
に
も
感
じ

ら
れ
る
が
、
単
純
な
だ
け
に
真
理
に
近
い
よ
う
に
も

思
う
。
異
文
化
間
の
衝
突
が
ま
た
一
つ
解
消
さ
れ
た

時
、
今
度
は
ど
ん
な
お
菓
子
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
想
像
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

カ
ス
テ
ラ
を
囲
ん
で
、
た
ま
に
は
国
際
情
勢
を
語

り
合
う
の
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
年
末
は
カ
ス
テ

ラ
を
手
土
産
に
旧
友
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
懐
か

し
い
味
わ
い
に
、
思
い
の
ほ
か
話
が
弾
む
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

(

大お
お

森も
り

寿ひ
さ

恵え)

全
国
書
誌
通
信

第
一
二
二
号

Ａ
４

三
二
頁

目
録
情
報
と
個
人
情
報
に
つ
い
て
／
国
立
国
会
図

書
館

｢

日
本
目
録
規
則
一
九
八
七
年
版
改
訂
二
版

第
二
章

図
書｣

和
図
書
適
用
細
則
に
つ
い
て
／
逐

次
刊
行
資
料
の
書
誌
デ
ー
タ
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
の
拡
充
お
よ
び
著
者
名
典
拠
レ
コ
ー
ド
と
の

リ
ン
ク
に
つ
い
て
／
国
立
国
会
図
書
館

｢

日
本
目
録

規
則
一
九
八
七
年
版
改
訂
二
版｣

第
十
三
章
適
用
細

則
の
改
訂
に
つ
い
て

不
定
期
刊

四
八
三
円

(

日)

デ
ジ
タ
ル
環
境
下
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
と
そ
の
運
用
基
盤

(

図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ

�
�
���)

Ａ
４

二
一
三
頁

国
内
公
共
図
書
館
の
相
互
貸
借
等
に
関
す
る
調
査

報
告
書
―
国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
加
館
状
況
調
査
の
ま
と
め
―
／
総
合
目
録
の
現

状
と
今
後
の
方
向
性
―
第
一
二
回
総
合
目
録
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
―
／
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス：

ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
―
平
成
一
六
年
度
国
立
国
会
図
書

館
国
際
セ
ミ
ナ
ー
記
録
集
―
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『
図
書
館
研
究
シ
リ
ー
ズ』

は
、
こ
れ
ま
で
旧
図

書
館
研
究
所
が
発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
当
館
の
組

織
再
編
に
伴
っ
て
、
今
号
か
ら
関
西
館
事
業
部
図
書

館
協
力
課
が
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
装
い
も
新
た
に
お

届
け
し
ま
す
。

今
号
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
に
伴
い
、
Ｉ
Ｌ
Ｌ

や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
点
に
注
目

し
、
こ
れ
に
関
係
す
る
報
告
、
セ
ミ
ナ
ー
記
録
を
収

め
た
も
の
で
す
。
国
立
国
会
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る

｢
公
共
図

書
館
の
県
域
を
越
え
る
全
国
的
な
相
互
貸
借
の
支
援｣

に
着
目
し
た
総
合
目
録
と
相
互
貸
借
の
関
係
の
実
状

に
つ
い
て
の
考
察
、
同
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成

一
七
年
二
月
に
行
っ
た
講
演
の
記
録
、
平
成
一
五
年

度
・
一
六
年
度
の
二
か
年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た

｢

電
子
情
報
環
境
下
に
お
け
る
科
学
技
術
情
報
の
蓄

積
・
流
通
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究｣

の
一
環

と
し
て
、
平
成
一
六
年
一
二
月
に
開
催
し
た
国
際
セ

ミ
ナ
ー
の
記
録
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

二
、一
〇
〇
円

(

日)

(IS
B

N
4-8204-0524-1)

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

二
八
六
号

Ａ
４

三
〇
頁

イ
ン
ド
洋
大
津
波
に
よ
る
図
書
館
、
文
書
館
被
害

と
今
後
の
課
題
／
新
し
い
国
際
目
録
原
則
に
向
け
て

／｢

子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
保
護
す
る
法

律｣

合
憲
判
決
と
図
書
館
へ
の
影
響
／
図
書
館
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
巡
る
世
代
間
議
論
／

図
書
館
へ
の
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
技
術
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
／

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
に
お
け
る
資
源
共
有

へ
向
け
て
の
新
た
な
取
組
み
／
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
公
共
図
書
館

〈
動
向
レ
ビ
ュ
ー
〉
新
聞
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
め

ぐ
る
動
き
／
韓
国
に
お
け
る
図
書
館
情
報
政
策
の
動

向
／｢

場
所
と
し
て
の
図
書
館｣

を
め
ぐ
る
議
論

〈
研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー
〉
図
書
館
の
経
営
評
価
に
関

す
る
日
本
国
内
の
研
究
動
向季

刊

四
二
〇
円

(

日)
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
八
号

Ａ
４

一
二
一
頁

生
命
科
学
技
術
と
立
法
／
ロ
シ
ア
経
済
の
現
状
と

展
望
／
公
務
員
制
度
改
革
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教

育
改
革
／
イ
ギ
リ
ス
教
育
改
革
の
変
遷
／
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
お
け
る
高
等
教
育
費
用
負
担
制
度
の
最
近

の
動
向

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

Ｎ
Ｄ
Ｌ

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

点
字
図
書
・
録
音
図
書
全
国
総
合
目
録

二
○
○
五
年
二
号

(

一
九
八
〇
年
以
前
〜
二
〇
〇
五
年
九
月
収
録)

参
加
館
は
二
三
一
館

(

当
館
、
八
八
点
字
図
書
館
、

一
四
二
公
共
図
書
館
等)

。
年
二
回
更
新
。
収
録
レ

コ
ー
ド
数
三
一
八
、二
八
〇
件
。

年
間
契
約
価
格
四
二
、〇
〇
○
円

(

日)

初
年
度
の
み
六
三
、○
○
○
円

(

検
索
ソ
フ
ト
込
み)

遠

客

近

客

(

東
京
本
館)

七
月
五
日

北
京
大
学
国
際
関
係
学
修
士
課
程
大
学

院
生
一
七
名

七
月
五
日

デ
ィ
ア
ナ
・
マ
ー
カ
ム
氏

(

米
国
議
会

図
書
館
副
館
長)

七
月
五
日

リ
ュ
ウ
・
ウ
ェ
ン
リ
ン
氏

(

米
国
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
図
書
館
司
書)

七
月
五
日

カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ォ
ル

フ
氏

(

ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ト
レ
ー
ム
フ
ェ
ル
ト
出
版

社
長)

537号／2005⑫国立国会図書館月報 ― 28―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。



七
月
六
日

座
間
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

一
四
名

七
月
一
一
日

イ
ス
マ
イ
ル
・
ア
ラ
ユ
ジ
ュ
氏

(

ト

ル
コ
文
化
観
光
省)

七
月
一
三
日

文
部
科
学
省
・
筑
波
大
学
共
催
大
学

図
書
館
長
期
職
員
研
修
四
二
名

七
月
一
五
日

ス
ミ
コ
・
ト
ガ
サ
キ
氏

(

米
国
・
サ

ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
図
書
館
情
報
科
学
学
部)

、
タ

ミ
ヨ･

ト
ガ
サ
キ
氏

七
月
一
九
日

ブ
ロ
ー
ル
・
ト
ロ
ン
バ
ッ
ケ
氏

(

ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
・
や
さ
し
く
読
め
る
図
書
基
金
所
長)

七
月
二
二
日

東
京
都
立
中
央
図
書
館
長
一
行
三
名

七
月
二
八
日

イ
・
ス
ン
ラ
ン
氏

(

韓
国
・
サ
ム
ス

ン
経
済
研
究
所
司
書)

八
月
二
日

日
本
大
学
図
書
館
業
務
研
修
会
二
一
名

八
月
四
日

フ
ラ
ン
ツ
・
Ｄ
・
ホ
フ
ァ
ー
氏(

米
国
・

コ
ー
ネ
ル
大
学
院
歴
史
学
専
攻)

八
月
九
日

長
野
県
立
図
書
館
協
会
大
学
専
門
部
会

九
名

八
月
一
二
日

韓
恵
氏

(

中
国
国
家
図
書
館)

、
羅

歓
氏

(

中
国
国
家
図
書
館)

八
月
二
二
日

テ
ィ
ア
・
セ
ア
ン
ホ
ー
ン
氏

(

カ
ン

ボ
ジ
ア
日
本
協
力
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー)

八
月
三
〇
日

フ
ラ
ン
シ
ス
・
カ
パ
ロ

ケ
ニ
ア
国

会
議
長
一
行
一
〇
名

九
月
五
日
〜
九
日

コ
ラ
ー
ド
・
モ
ル
テ
ー
ニ
氏

(

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
大
学
教
授)

九
月
八
日

市
川
市
図
書
館
友
の
会
一
二
名

九
月
一
二
日

韓
国
国
公
立
図
書
館
員
一
二
名

九
月
二
二
日

セ
ル
ゲ
イ
・
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
氏

(

ロ

シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
議
会
議
員)

九
月
二
六
日

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
ス

ピ
ア
ー
氏

(

米
国
・
ア
リ
ゾ
ナ
州
グ
レ
ン
デ
ー
ル

公
共
図
書
館
司
書)

九
月
三
○
日

私
工
大
懇
話
会
図
書
館
連
絡
会
実
務

担
当
者
会
議
一
四
名＊

＊

＊

七
〜
九
月
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
学
校
関
係
九
件

九
九
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

三
件
四
五
名
、

そ
の
他
六
件
二
八
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
総
括
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)
二
三
三
一

内
線
二
六
一
一
一

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六

�������

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
開
館
六
〇
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
〇
月
一
八
日
、
ソ
ウ
ル
の
同
図
書
館
に
お

い
て
、｢

二
一
世
紀
の
目
録
・
全
国
書
誌
政
策｣

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

韓
国
各
地
か
ら
参
集
し
た
三
〇
〇
人
近
い
図

書
館
関
係
者
に
対
し
て
、
米
国
議
会
図
書
館
目

録
政
策
・
支
援
室
長
テ
ィ
レ
ッ
ト
博
士
に
よ
る

Ｒ
Ｄ
Ａ
と
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ
の
現
況
報
告
を
皮
切
り
に
、

中
国
、
日
本
お
よ
び
韓
国
か
ら
目
録
規
則
と
全

国
書
誌
に
関
す
る
計
八
件
の
発
表
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
当
館

か
ら
は
横
山
幸
雄
書
誌
部
書
誌
調
整
課
課
長
補

佐
が
出
席
し
、
当
館
の
目
録
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

会
議
の
翌
日
に
は
発
表
者
と
韓
国
国
立
中
央

図
書
館
職
員
に
よ
る
業
務
交
流
が
行
わ
れ
、
目

録
業
務
の
外
部
委
託
、
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

文
字
コ
ー
ド
等
に
つ
い
て
熱
心
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。

な
お
、
会
議
の
発
表
内
容
等
は
、
同
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。(h

ttp:

//w
w
w
.n
l.g
o.k
r/sy

m
posiu

m
/en
g
/)

＊
Ｒ
Ｄ
Ａ(R

eso
u
rce
D
escrip

tio
n
a
n
d
A
ccess)

当館の最近の動き
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欧
米
圏
の
標
準
目
録
規
則
で
あ
る
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｒ
２
の
全

面
改
訂
版
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
の
完
成
を
目
指
し

て
検
討
中
。

＊
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｆ

(V
irtu
a
l
In
tern
a
tio
n
a
l
A
u
th
o
rity

F
ile)

本
誌
五
三
二
号(

二
〇
〇
五
年
七
月)

を
参
照
。

｢

デ
ジ
タ
ル
文
化
遺
産
の
保
存
―
原
則
と

方
策｣

国
際
会
議

平
成
一
七
年
一
一
月
四
日
お
よ
び
五
日
、
オ
ラ

ン
ダ
・
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ

王
立
図
書
館
主
催
の
標
記
会
議
が
ハ
ー
グ

(

オ
ラ

ン
ダ)

で
開
催
さ
れ
た
。
四
四
か
国
か
ら
一
一
三

名
が
参
加
し
、
当
館
か
ら
は
竹
鼻
和
夫
関
西
館
事

業
部
電
子
図
書
館
課
主
査
が
出
席
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
二
〇
〇
三
年
の
ユ
ネ
ス
コ
に

よ
る

｢

デ
ジ
タ
ル
文
化
遺
産
保
存
憲
章｣

策
定
以

降
焦
点
と
な
っ
て
い
る
、(

一)

保
存
さ
れ
る
べ

き
電
子
資
料
の
選
別
に
つ
い
て
、(

二)

保
存
を

行
う
組
織
間
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

を
テ
ー
マ
に
議
論
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
を
受
け
、
デ
ジ
タ
ル
文
化
遺
産
に
対

す
る
役
割
と
責
務
に
つ
い
て
の
勧
告
が
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

安
全
運
転
に
対
す
る
職
員
の
表
彰
に
つ
い
て

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、
一
一
月
七

日
、
総
務
部
会
計
課
の
猪
狩
光
一
参
事
が
警
視
庁

交
通
部
長
か
ら
長
期
無
事
故
金
章
、
同
課
の

浅
沼
信
司
参
事
が
同
じ
く
長
期
無
事
故
銀
章
を
贈

ら
れ
て
表
彰
を
受
け
た
。
ま
た
、
同
課
の
本
間
秀
樹

参
事
が
麹
町
警
察
署
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

｢

関
西
館
見
学
デ
ー｣

の
実
施

平
成
一
七
年
一
一
月
二
○
日
、
当
館
関
西
館
で

は
館
に
対
す
る

近
隣
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、

昨
年
度
に
引
き

続
き
、
立
地
す

る
精
華
町
が

中
心
と
な
っ
て

開
催
さ
れ
る

｢

せ
い
か
祭
り

二
〇
〇
五｣

に

合
わ
せ
て
、

｢

関
西
館
見
学

デ
ー｣

を
実
施

し
た

(

写
真)

。

普
段
は
休
館

日
で
あ
る
日
曜

日
に
閲
覧
室
を
一
般
に
開
放
す
る
も
の
で
、
今
年

度
は
閲
覧
室
全
域
に
案
内
員
を
配
置
し
た
ほ
か
、

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ビ
デ
オ
上
映
も
行
っ
た
。
日
頃
は
入
館
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
、
特
別
展

｢

描

か
れ
た
動
物
・
植
物
―
江
戸
時
代
の
博
物
誌
―｣

を
開
催
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
来
館
者
総
数
は

九
二
○
人
に
の
ぼ
っ
た
。

第
七
回
図
書
館
総
合
展

平
成
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
二
日

ま
で
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
で
第
七
回

図
書
館
総
合
展
が
開
催
さ
れ
た
。
当
館
は
、
展
示

に
参
加
し
た
ほ
か
、｢

時
空
を
超
え
て
知
の
社
会

基
盤
の
構
築
へ｣

と

題
し
た
デ
ジ
タ
ル
情

報
の
ア
ー
カ
イ
ブ
構

築
に
関
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム

(

講
演
会)

、

｢

国
立
国
会
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

利
用
で
き
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
・
ツ
ー
ル｣

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

�������当館の最近の動き



毎
朝
、
集
配
セ
ン
タ
ー
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
資
料

の
山
、
や
ま
、
ヤ
マ
。
国
の
内
外
か
ら
押
し
寄
せ
る

膨
大
な
資
料
。
そ
れ
ら
を
手
際
よ
く
さ
ば
い
て
い
く

職
員
た
ち
。
さ
ら
に
こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー

ト
で
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
日
々
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
出
版
物
す
べ
て
に
つ
い
て
、
納
本
の
義
務

が
定
め
ら
れ
て
い
る
納
本
制
度
。

こ
の
制
度
が
周
知
さ
れ
て
い
る
お

か
げ
で
、
各
地
か
ら
国
立
国
会
図

書
館
へ
と
出
版
物
が
送
ら
れ
て
来

る
の
で
す
。

し
か
し
、
本
当
に
誰
も
が
知
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

そ
し
て

あ
ら
ゆ
る
出
版
物
が
集
ま
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
し
そ
う

信
じ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
な
ら
、

そ
れ
は
少
し
事
実
と
違
う
認
識
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
革
命

の
現
在
、
利
用
で
き
る
出
版
情
報
は
星
の
数
ほ
ど
あ

り
ま
す
。
し
か
も
、
納
本
対
象
は
一
九
四
八

(

昭
和

二
三)

年
以
降
の
全
出
版
物
で
す
か
ら
こ
れ
も
ま
た

膨
大
な
数
な
の
で
す
。
結
果
と
し
て
多
く
の

｢

洩
れ｣

が
あ
り
、
今
も
発
見
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

｢

制
度
と
実
態
の
ズ
レ｣

と
い
う
べ
き
も
の
で
し
ょ

う
。内

外
か
ら
所
蔵
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
る
資
料
、
自

分
た
ち
で
掘
り
起
こ
す
情
報
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ

の
デ
ー
タ
を
丹
念
に
検
証
し
て
、
あ
る
も
の
は
郵
送

で
、
ま
た
あ
る
も
の
は
直
接
に
電
話
で
、｢

納
本
の

お
願
い｣

を
く
り
か
え
す
毎
日
で
す
。

こ
の
電
話
に
よ
る
依
頼
が
、
も
っ

と
も
緊
張
す
る
瞬
間
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
も
当
然
な
が
ら
、
こ
う
し

た
業
務
は
、
い
つ
も
良
い
結
果
に
つ

な
が
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
落
ち
込

む
こ
と
も
し
ば
し
ば
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
国
内
資
料
課
の
仕
事

は
、
各
種
の
広
報
活
動
に
よ
り
納
本

制
度
を
よ
り
多
く
の
方
に
ご
理
解
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
出
版
物
を
当

館
に
納
本
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
る
こ
と
で
す
。

わ
た
し
た
ち
�
納
本
調
査
隊
�
は
、
ま
だ
見
ぬ
資

料
を
、
国
民
の

｢

文
化
財
と
し
て
永
久
保
存｣

し
て

い
く
た
め
に
、
今
日
も
ま
た
励
ん
で
お
り
ま
す
。

(

収
集
部
国
内
資
料
課悩

み
つ
き
な
い
一
隊
員)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
四
一
回

な
ゐ
ふ
る

―
地
震
を
科
学
す
る
―

平
成
一
八
年
一
月
一
九
日

(

木)

か
ら

三
月
一
四
日

(

火)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

最
近
、
地
震
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。
次
々
と
売
り
出
さ
れ
る
防
災
グ
ッ
ズ
や
対

策
本
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
海
地
震
や

首
都
圏
地
震
へ
の
関
心
も
年
々
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

日
本
人
は
昔
か
ら
地
震
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
古
代
に
お
い
て
は
、
地
震
は

｢

な
ゐ｣

と
呼
ば
れ
、
地
震
が
起
こ
る
こ
と
を

｢

な
ゐ
ふ
る｣

と
表
現
し
ま
し
た
。
日
本
で
の
最
も
古
い
地
震
の

記
録
は
、『

日
本
書
紀』

に
あ
る
允
恭
天
皇
五
年

(

四
一
六)

七
月
一
四
日
に
起
こ
っ
た
地
震
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
本
で
、
地
震
が
学
問
と
し
て
研
究
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
。
そ
の
後
、

地
震
は
ど
の
よ
う
に
解
明
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。

今
回
の
展
示
で
は
、
日
本
で
の
地
震
学
の
誕
生

か
ら
今
日
ま
で
の
歩
み
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
た

ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。



レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業

デ
ー
タ
作
成
・
公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
全
国
の
図
書
館
が
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
記
録
や
、
情
報
の
調
べ
方
の
案
内
な
ど

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
、
一
般
利
用
者

の
調
査
研
究
活
動
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

こ
の
た
び
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
一
般
公
開
す

る
に
先
立
ち
、｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
デ
ー
タ

作
成
・
公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣
(
以
下

｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

と
い
う
。)

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
を
作
成
・
公
開
す
る

に
あ
た
っ
て
の
指
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ
の
事
業
の
参
加
館
の
た
め
に
策
定
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
自
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
す
る
情
報
を
、

広
く
一
般
に
提
供
し
て
い
る
他
の
図
書
館
に
と
っ
て
も
、
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
る
も
の
で
あ
る
。

一.

策
定
の
背
景

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
平
成
一
六
年
四
月
、
参

加
館
に
限
定
し
て
公
開
し
、
現
在
ま
で
に
一
万
八
、〇
〇
〇
件
を
超

え
る
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
は
、
デ
ー

タ
の
数
、
品
質
と
も
に
、
ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が

実
情
で
あ
る
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
は
、
図
書
館
の

館
種
、
規
模
、
蔵
書

な
ど
の
要
素
に
よ
っ

て
違
い
が
あ
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
も
、

館
に
よ
り
様
々
で
あ

る
。
デ
ー
タ
の
作
成
・

公
開
に
お
い
て
も
、

参
加
館
の
と
ら
え
方

に
多
様
性
が
あ
る
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
の

デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ

り
明
ら
か
に
な
っ
て

お
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
よ
り
有
効
な
も

の
に
し
て
い
く
た
め
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に
は
、
参
加
館
の
認
識
を
共
通
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
般
公
開
を
控
え
、

デ
ー
タ
作
成
・
登
録
の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
の
記
述

の
仕
方
や
公
開
の
判
断
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
、
指
針
の
よ
う
な
も

の
が
必
要
で
あ
る
と
の
要
望
が
、
参
加
館
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
策
定
さ
れ
た
。

二.

検
討
会
議
の
設
置

平
成
一
七
年
六
月
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

｢

事
例
デ
ー
タ
作
成
・
公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
検
討
会

議｣

を
設
置
し
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
実
務
担
当
者
に
と
っ
て
役
立

つ
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
こ
の
会
議
に
は
、
図
書
館
情
報
学
の
研
究

者
の
ほ
か
、
各
館
種
の
参
加
館
か
ら
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
造

詣
の
深
い
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
会
議
の
座
長
は
、
事
業
開

始
当
初
か
ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
青
山
学
院

大
学
の
小
田
光
宏
教
授
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
検
討
会
議
メ
ン
バ
ー
は
左
記
の
七
名
で
あ
る
。

小
田
光
宏

青
山
学
院
大
学
教
授

(

座
長)

福
田

求

獨
協
大
学
助
教
授

山
崎
博
樹

秋
田
県
立
図
書
館

斎
藤
誠
一

立
川
市
中
央
図
書
館

井
上
真
琴

同
志
社
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

酒
井
由
紀
子

慶
應
義
塾
大
学
信
濃
町
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

石
渡
裕
子

当
館
主
題
情
報
部

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
原
案
を
作
成
す
る
た
め
、
会
議
を
六
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
三
回
開
催
し
、
ま
た
、
会
議
を
補
足
す
る
た
め
の
メ
ー

ル
に
よ
る
意
見
交
換
も
、
精
力
的
に
行
わ
れ
た
。
作
成
さ
れ
た
原
案

に
つ
い
て
は
、
九
月
一
五
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
参
加
館
に
対
し
意
見

公
募
を
行
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
一
〇
月
一
四
日
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
完
成
し
た
。

三.

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
本
文
五
章
と
付
録
資
料
か
ら
成
っ
て
い
る
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
読
み
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
視

し
た
。
そ
の
た
め
、
本
文
と
詳
細
解
説
を
分
け
て
記
述
す
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
る
。

第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
参
加
館
が
協
同
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

第
一
章

｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
理
解
す
る
た
め
に｣

で
は
、

事
業
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係
、
事
業
の
意
義
お
よ
び

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
、
位
置
付
け
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

第
二
章

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
概
要
を
知
る
た

め
に｣

で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
造
と
用
途
を
示
し
て
い
る
。

第
三
章
、
第
四
章
は
、
実
際
の
デ
ー
タ
作
成
と
デ
ー
タ
公
開
の
判

断
の
参
考
に
な
る
章
で
あ
る
。

第
三
章

｢

デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
に｣

で
は
、
デ
ー
タ
・
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
構
造
や
、
デ
ー
タ
の
も
と
と
な
る
情
報
源
、
デ
ー
タ
の
各

項
目
の
記
入
の
必
要
性
な
ど
、
デ
ー
タ
作
成
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
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項
を
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

第
四
章

｢

デ
ー
タ
を
公
開
す
る
た
め
に｣

で
は
、
デ
ー
タ
を
公
開

す
る
に
あ
た
っ
て
何
を
知
っ
て
お
く
べ
き
か
、
公
開
し
て
は
な
ら
な

い
デ
ー
タ
と
は
何
か
、
公
開
の
条
件
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ

い
て
基
準
を
示
し
て
い
る
。

第
五
章

｢

デ
ー
タ
の
質
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に｣

で
は
、
デ
ー

タ
の
質
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
活
用

の
仕
方
、
検
索
機
能
の
活
用
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
第
一
章
か

ら
第
四
章
ま
で
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
よ
り
良
い
デ
ー
タ
の
作
成
を
目

指
す
た
め
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

付
録
資
料
と
し
て
、
各
デ
ー
タ
項
目
の
解
説
や
公
開
基
準
を
一
覧

表
に
し
た
も
の
、
お
よ
び
デ
ー
タ
の
解
説
付
き
サ
ン
プ
ル
を
掲
載
し
、

実
務
担
当
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
て
い
る
。

今
回
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
後
、
参
加
館
で
実
際
に
活

用
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
そ
の
評
価
を
ふ
ま
え
て
、
改
訂
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
参
加
館
は
も
と
よ
り
、
ま
だ
参
加
さ
れ
て
い

な
い
図
書
館
、
ま
た
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
も

ご
一
読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
左
記
の
ア
ド
レ
ス
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

h
ttp
:/
/
crd
.n
d
l.g
o
.jp
/
jp
/
lib
ra
ry/
g
u
id
elin
e.h
tm
l

(

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課)
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第
一
回

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
研
修
会
開
催

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
参
加
館
に
、
デ
ー

タ
の
作
成
、
公
開
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
、
関
西
館
に
お
い
て
、

第
一
回
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
研
修

会
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、
事
業
の
参
加
館
職
員
三
三
名
で

あ
る
。

午
前
の
部
で
は
、
デ
ー
タ
登
録
に
つ
い
て
の
協
力
の
お
願
い

と
、
事
業
の
現
状
、
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
と
操
作
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ

た
。午

後
の
部
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
検
討
会
議
の
座
長
で

あ
る
小
田
光
宏
氏
が

｢『

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

事
業
デ
ー
タ
作
成
・
公
開
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン』
に
つ
い

て｣

と
題
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
主
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
三

章
、
第
四
章
、
第
五
章
を
中
心
に
、
品
質
の
高
い
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
デ
ー
タ
公
開
に
あ
た
っ
て
配
慮

す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。
ま
た
、

参
加
者
が
事
前
課
題
と
し
て
作
成
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
デ
ー

タ
に
対
し
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
趣
旨
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
し
た
。

そ
の
後
、｢

参
加
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
活
用
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て｣

と
題
し
て
、
参

加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
講
義
に
引
き
続
き
小
田
氏
が
務
め
た
。

討
議
の
中
で
、
活
用
に
関
す
る
課
題
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
を

作
成
す
る
時
間
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
業
務
の
中
で
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
活
用
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
取
組
み
と
し
て
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
記

録
票
を
工
夫
し
て
デ
ー
タ
作
成
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
各
館
の
業
務
用

端
末
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
お
く
こ
と
、

館
内
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
、
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

＊
こ
の
研
修
会
の
記
録
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
:/
/
crd
.n
d
l.g
o
.jp
/
jp
/

lib
ra
ry/
)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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ご 案 内

公開シンポジウム

デジタル時代における図書館の変革 － 課題と展望 －

国立国会図書館は､ 平成14年度以降､ 電子図書館サービスを開始し､ その拡充に努

めてきました｡ 現在､ ウェブアーカイブの法制化､ 電子図書館中期計画2004に基づく

デジタルアーカイブの構築等､ 新たな段階に入るところです｡ 転換期を迎えるこの時

期に､ 内外の著名な図書館関係のかたがたに､ デジタル社会における図書館の役割を

報告していただき､ またパネルディスカッションを行います｡ 当館からは､ デジタル

アーカイブ事業の成果と今後の展望について報告します｡ 皆さまのご参加をお待ちし

ております｡

日 時：平成18年１月26日(木) 11 : 00～ 17 : 00 (10 : 30受付開始)

会 場：国立国会図書館東京本館 新館講堂

プログラム

申込方法：E-mailアドレス t-sympo@ndl.go.jpあてに �氏名､ �所属､ そして ｢公

開シンポジウム参加希望｣ とご記入のうえ､ 平成18年１月20日(金) までに

申し込んでください｡ 参加証等はございませんので､ 当日直接会場までお

越しください｡ ご参加いただけない場合のみ連絡させていただきます｡ 参

加費は無料です｡

定 員：200名 (先着順)

申込みは先着順で受け付けます｡ 締切日前であっても､ 申込みが定員を超

えたところで受付を終了いたします｡ ご了承ください｡ なお､ 受付の終了

は当館ホームページ (http://www.ndl.go.jp) でお知らせいたします｡

問い合わせ先：

国立国会図書館総務部企画課電子情報企画室 TEL 03-3506-3310 (直通)
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【午前】 講演 ｢情報社会とUNESCOの戦略｣ (仮題)
アブデルアジズ・アビド

(UNESCO情報社会部プログラムスペシャリスト)
講演 ｢デジタル情報の潮流と図書館の在り方｣ (仮題)

松村多美子 (図書館情報大学名誉教授)

【午後】 講演 ｢新しい情報環境における英国図書館の挑戦｣ (仮題)
リン・ブリンドリー (英国図書館館長)

当館報告 ｢デジタルアーカイブ構築に向けた国立国会図書館の取り組み｣
植月献二 (国立国会図書館総務部企画課電子情報企画室長)

パネルディスカッション
テーマ：｢情報の流通とアクセス－これからの図書館をめぐって－｣

パネリスト：岡本 真 (Academic Resource Guide 編集者)
高野明彦 (国立情報学研究所ソフトウェア研究系教授)
常世田良 (日本図書館協会事務次長)
長塚 隆 (鶴見大学文学部教授)
山崎久道 (中央大学文学部教授) (五十音順)



電子展示会

｢描かれた動物・植物－江戸時代の博物誌－｣ を完全公開します｡

平成17年11月28日に終了した特別展示 ｢描かれた動物・植物－江戸時代の博物誌－｣

で展示した当館の貴重な博物誌資料が､ 当

館ホームページ上の電子展示会でご覧いた

だけます｡

12月１日､ これまで公開していた簡易版

を更新し､ 一部の重要な資料や美しい動植

物画などはすべてのページを見ていただく

ことができるようになりました｡

特別展示にご来場いただいた方にもさら

にお楽しみいただけるよう､ 当館の博物誌

コレクションの紹介や博物誌に関するコラ

ムを設け､ 動植物の名前や著者から資料を

探せる各種索引などの機能も充実させています｡

江戸時代の人々が身近な動物や植物に向けた眼差しを､ ご自宅のパソコンの画面を

通して感じていただくことができれば幸いです｡

<URL> http://www.ndl.go.jp/nature/

<問い合わせ先> 国立国会図書館関西館 事業部電子図書館課 電子情報発信係

電話0774-98-1490 (直通)

｢国立国会図書館資料デジタル化の手引き｣ を公開

平成17年11月18日､ 当館ホームページに ｢国立国会図書館資料デジタル化の手引き｣

(http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/digitalguide.html) を公開しました｡

この手引きは､ 当館の所蔵資料をデジタル化する際に､ 実務担当者の役に立つデジ

タル化に関する基礎的な事項をまとめたものです｡ 全体の構成は､ 次のとおりになり

ます｡ 各機関で実施される資料デジタル化事業においても､ 参考資料としてご活用く

ださい｡

手引きの構成

１ デジタル化の対象資料及びデジタル化の手順

２ デジタル化の技術

３ 画像データの品質

４ 画像データの管理

５ 著作権処理

参考資料１ 主な画像フォーマットの特徴

参考資料２ 画像データの提供方法

参考資料３ デジタル化仕様書サンプル

(関西館事業部電子図書館課)
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お 知 ら せ

『勇魚取絵詞』 文政12



・消失：事故や災害によりデータ自体が消滅してしまう危険

・死蔵：機器やソフトウェアが旧式化し､ データを再生できない危険

・散逸：データ自体はどこかに存在するものの､ 特定できない危険

・偽造：データ自体は特定できるものの､ 第三者により改変されている危険

デジタル形式でしか存在しないのですから､ いったん消失してしまうと取り返しの

付かないことになります｡ また､ 作成した本人がいくら丁寧に保管したとしても､ 数

百年単位で保存することは不可能です｡ ですから､ 何らかの長期的にアクセスを保証

する社会的な制度が必要になってきていると思われます｡ 当館は､ 情報資源に関する

国の最後のよりどころとして､ ボーンデジタル著作物の長期的アクセス保証の責務を

負うことに名乗りを上げました (連載第13回)｡ デジタルデポジット事業と仮称し､

現在実現に向けて取り組んでいます｡ 諸外国に目を向けると､ 例えばオランダ王立図

書館では学術電子ジャーナルの長期保存事業､ ドイツ図書館でも以前から電子博士論

文のアーカイブ事業が進められてきています｡

＜｢著作単位｣ でのコレクション構築＞

デジタルデポジットとウェブアーカイブは､ デジタルアーカイブ計画を構成する事

業で､ 互いに補完的な関係にあります｡ 前者は著作単位でコレクション化を行う事業

であり､ 後者はサイト単位でアーカイブしていく事業です｡ ここでいう ｢著作単位｣

とは､ 書籍や論文､ あるいは記事など｡ 紙の世界のアナロジーでとらえられる形態の

デジタル資源を意味しています｡ デジタルデポジットは､ 既存の著作物がボーンデジ

タル化することへの対応と位置づけられます｡ 一方の ｢サイト単位｣ とは､ 文字通り

ウェブサイトのこと｡ ウェブアーカイブは､ ウェブという新たな文化､ 新たな形態・

内容をもつ記録物を､ サイト単位で時系列的に収集・組織化し､ 後世に残そうとする

ものです｡

現在､ 想定している収集対象は､ データベース等に集積されているデジタル著作物

群､ 個人等により作成・保管されているデジタル著作物､ あるいはウェブ上に散在し

ているデジタル著作物などです｡ 具体的には､ 電子ジャーナル､ 電子書籍､ 論文・記

事・報告書などのたぐいです｡ その多くは､ アクセス制限が掛けられるなど機械的収

集が困難な形態で流通していると考えられ､ 今後制度化することにより､ あるいは個

別に契約等を交わすことにより収集し､ 段階的にコレクションを構築していく予定で

す｡ また､ 海外のジャーナルに日本人研究者の論文の多くが投稿されていることや､

最終的なよりどころとしてのバックアップの必要性などにかんがみ､ 海外学術電子ジャー

ナルを収集することも視野に入れています｡ これは､ 第45回科学技術関係資料整備審

議会 (本誌527号参照) でも提言されています｡

デジタル資源の著作単位での収集・保存は､ 当館だけで達成できる

課題ではありません｡ 様々な利害関係者との協力､ 他の保存機関との

分担､ 研究機関や民間企業との連携が欠かせません｡

(総務部企画課電子情報企画室 塩
しお

崎
ざき

亮
りょう

)
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デジタル資源を
著作単位で収集・
保存する

＜架空のおはなし＞

真理は社会人大学院で動物学を専攻中｡ レポート準備のため､ 20XX年に発表され

た電子書籍 "Introduction to Zoology" を探していた｡ しかし､ すでに数十年前の作

品だ｡ もはや販売されていない｡ インターネット上で流通はしているらしいが､ 本物

かどうかも特定できない｡ 困った末､ 図書館へ相談することに｡ すると司書曰く ｢あ

あ､ ご心配なさらずに｡ それでしたらここをお探しになれば……｣｡

さて､ いまから数十年後｡ デジタル形式の著作物をいつまでも見る

ことができるような社会環境は､ 果たして実現しているのでしょうか？

＜ボーンデジタル化＞

これまで図書館資料として扱ってきた資料の多くが､ デジタル形式で作成され､

無体物としてネットワーク上で流通するように変容しつつあります｡ 今のところ､

その代表例ともいえる学術電子ジャーナルの大半は冊子体でも刊行されていますが､

一方で､ 生産から流通までデジタル形式のみでしか存在しない著作物 (ボーンデジタ

ルと呼ばれます) も増えつつあります｡ 英国図書館の委託調査結果によれば､ 英国刊

行単行書のボーンデジタル化率は､ 2020年までに約４割を占めるようになるとの予測

(http://www.bl.uk/about/articles/pdf/epsreport.pdf)｡ デジタル形式であれば､

色々な面で利活用の可能性が広がるのは確かでしょう｡ しかし､ 無体のボーンデジタ

ルになってしまうと複雑な問題が生じてきます｡

一体､ だれが､ どうやって長期保存すればよいのでしょうか｡

＜デジタルデポジット事業 (仮称)＞

ボーンデジタル化した情報資源は次のような危険と隣り合わせだといえます｡

電子図書館サービスのページ
いつでもどこでもだれでも

第15回

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (532号)

レファレンス協同データベース事業 (533号)

電子情報の保存と利用保証 (534号)

電子図書館サービスの目標と今後 (535号)

・ウェブサイトの収集・保存 (536号)

・デジタル資源を著作単位で収集・保存する (本号)

・情報資源に関する情報の充実：ナレッジデータベース

(次号)

・デジタルアーカイブポータル
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国際子ども図書館 学校図書館セット貸出し

アジアセット (中国・東南アジア諸国)の貸し出し開始について

国際子ども図書館では､ 世界各国・地

域の歴史や文化､ 生活等を紹介する資料､

その国や地域で読まれている児童書等を

40～60冊のセットにして学校図書館に貸

し出すサービスを行っています｡

現在貸し出し中のセットに加えて､ 平

成18年１月から､ ｢アジアセット (中国・

東南アジア諸国)｣ の貸し出しを開始いたします｡

詳細は､ 国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/) をご覧くだ

さい｡

問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館児童サービス課企画推進係

TEL：03-3827-2053 (代表) FAX：03-3827-2043

国際子ども図書館展示会

｢もじゃもじゃペーターとドイツの子どもの本｣ 関連講演会

『もじゃもじゃペーター』 は､ 1844年にドイツの医師ハインリッヒ・ホフマンがわが

子のために作り､ たちまちのうちに多くの国に広まった絵本です｡ 国際子ども図書館

では､ 平成18年１月28日から７月２日まで､ ３階本のミュージアムにおいて､ この絵

本を中心とした展示会を行います｡ 会場等につきましては､ 本誌11月号または国際子

ども図書館ホームページをご覧ください｡

この展示会に関連して次のとおり講演会を開催いたします｡

テ ー マ ： ｢ドイツの子どもの本の歴史｣

日 時 ： 平成18年２月４日(土) 午後２時から

場 所 ： 国際子ども図書館３階ホール

講 師 ： 吉原 高志氏 (本展監修者､ 関東学院大学教授)

内 容 ： 18世紀啓蒙主義の時代の子どもの本から､ 19世紀初頭ロマン派のグリム

の昔話､ そして 『もじゃもじゃペーター』 までのドイツの子どもの本の

歴史を概観します｡

対 象 ： 16歳以上

申込方法 ： 直接来館､ 往復はがき､ 電子メール (事前申込制・先着順)

詳細は､ 国際子ども図書館ホームページ (http://www.kodomo.go.jp/)

をご覧ください｡

問い合わせ先 国立国会図書館国際子ども図書館企画協力課

〒110-0007 東京都台東区上野公園12-49
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東京本館および関西館の

資料整理休館日の臨時変更について

閲覧関係システム機器等のネットワークの移行作業に伴い､ 次の

とおり､ 東京本館および関西館の資料整理休館日を臨時変更いたし

ます｡ 利用者の皆様にはご不便をおかけしますが､ お間違えのない

ようにお願いいたします｡

変更内容

平成18年３月15日(水) は開館し､ 同年３月20日(月) を臨時資料

整理休館日とします｡

お 知 ら せ

平成 18 年３月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

５ 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

は休館日
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新連載が始まります

テーマは関西館の資料

来年１月から､ シリーズ ｢関西館の資料｣ の連載を開始します｡

関西館に配置されている特色ある資料を､ 資料群ごとに詳細な説明

を加えながら紹介していきます｡

シリーズ前半では科学技術資料を中心に､ 洋雑誌､ 国内博士論文､

文部科学省科学研究費補助金研究成果報告書を含めて紹介し､ シリー

ズ後半ではアジア言語資料を紹介する予定です｡

どうぞご期待ください｡

お 知 ら せ

第536号 (2005年11月) の訂正とお詫び

巻頭記事のタイトル ３年目 → ３周年

６頁上段11行目 平成17年３月 → 平成16年12月

お詫びして訂正いたします｡

NDL-OPACに雑誌記事索引遡及データ追加提供

NDL-OPAC (http://opac.ndl.go.jp/index.html) では､ 現在

約666万件の雑誌記事索引データを提供していますが､ このたび

『雑誌記事索引 科学技術編』 の1972年から1974年のデータ､ 約18

万件の遡及データが検索可能となりました｡

『雑誌記事索引 科学技術編』 は､ 1950年に 『雑誌記事索引 自

然科学編』 の名称で刊行を開始し､ 1975年以降のデータは NDL-

OPAC で検索できますが､ 1974年までの約145万件のデータはデー

タベース化されていませんでした｡ 今後も遡及入力を継続していく

予定です｡

お 知 ら せ



526 ①： 31

国立国会図書館統計内規の一部を改正する内規 (平成17内規１) 529 ④： 22- 23

国立国会図書館に事務主任を置くの件を廃止する件 (平成17館長決定１)

529 ④： 22

国立国会図書館の英訳組織名に関する件の一部を改正する件 (平成17館長決定３)

529 ④： 29- 30

国立国会図書館文書取扱内規等の一部を改正する内規 (平成17内規３)529 ④： 27- 28

国立国会図書館文書取扱内規の一部を改正する内規 (平成16内規７) 526 ①： 30- 31

国立国会図書館法の一部を改正する法律 (平成17法律27) 530 ⑤： 21

独立行政法人住宅金融支援機構法 (抄) (平成17法律82) 533 ⑧： 26

図書館協力用資料に関する件の一部を改正する件 (平成16館長決定８)526 ①： 31

ホームページ編集協力員に関する件等の一部を改正する件 (平成17館長決定４)

529 ④： 30- 32

郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律 (抄) (平成17法律102)

536 ⑪： 18

おもな人事

おもな人事 526 ①：32-33／528 ③：19／529 ④：32-36／531 ⑥： 33

／532 ⑦：28／533 ⑧：26／534 ⑨：14／535 ⑩：18／536 ⑪： 18

功労記章の贈呈 526 ①： 33

職員の採用 530 ⑤：21-22／532 ⑦： 28

職員の死亡通知 526 ①： 33

職員の出向 529 ④：36／532 ⑦： 28

職員の退職 529 ④：36-37／532 ⑦：28／535 ⑩：18／536 ⑪： 18

職員の転任 529 ④：36／532 ⑦： 28

職員の表彰 531 ⑥： 34

専門調査員の退職 526 ①：33／528 ③：19／529 ④：36／532 ⑦： 28

平成17年秋の叙勲 536 ⑪： 18

平成17年春の叙勲 530 ⑤： 21

元職員に対する叙位 526 ①：33／534 ⑨： 14

遠客近客

527 ②：27-29／530 ⑤：24-25／533 ⑧： 26- 27

／536 ⑪：26／537 ⑫： 28- 29
537号／2005⑫ 国立国会図書館月報― 43―



館内スコープ

総務部総務課 526 ①： 13

主題情報部科学技術・経済課 527 ②： 17

調査及び立法考査局議会官庁資料課 528 ③： 17

書誌部逐次刊行物課 529 ④： 21

関西館総務課総務係 530 ⑤： 7

電子資料室 531 ⑥： 11

総務部企画課 532 ⑦： 18

資料提供部雑誌課 533 ⑧： 9

資料提供部複写課館内複写係 534 ⑨： 9

文化庁長官官房著作権課 (人事交流編 ) 535 ⑩： 7

関西館資料部文献提供課 536 ⑪： 10

収集部国内資料課 537 ⑫： 31

常設展示のお知らせ

第136回 豆本－ちひさきものの世界－ 527 ②： 17

第137回 ｢竹取｣ 物語 529 ④： 21

第138回 明治の越境者たち－近代デジタルライブラリー収録資料に見る日本人の

海外体験－ 531 ⑥： 11

第139回 万国博覧会－いってらっしゃい､ はじめてのばんぱく｡－ 533 ⑧： 9

第140回 明治の息吹～漫画・風刺画から 535 ⑩： 7

第141回 なゐふる－地震を科学する－ 537 ⑫： 31

法規等の制定・改正

国際子ども図書館の図書館奉仕の拡充に関する調査会規則を廃止する規則

(平成17規則２) 534 ⑨： 14

国立国会図書館事務分掌内規の一部を改正する内規 (平成17内規２) 529 ④： 25- 27

国立国会図書館職員定員規程の一部を改正する規程 (平成17規程１) 530 ⑤： 21

国立国会図書館職員の勤務時間､ 休暇等に関する件の一部を改正する件

(平成17館長決定２) 529 ④： 23- 24

国立国会図書館職員の倫理の保持に関する内規の一部を改正する内規 (平成16内規６)

526 ①： 29- 30

国立国会図書館職員の倫理の保持に関する内規の一部を改正する内規 (平成17内規４)

529 ④： 28- 29

国立国会図書館資料利用制限措置等に関する内規の一部を改正する内規 (平成16内規５)

526 ①： 29

国立国会図書館政府出版物国際交換業務要領の一部を改正する件 (平成16館長決定７)

526 ①： 31

国立国会図書館組織規則の一部を改正する規則 (平成17規則１) 529 ④： 24- 25

国立国会図書館展示会出品資料貸出規則の一部を改正する規則 (平成16規則７)
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No.5 新聞挟み (新聞綴り棒) (秋元慎介) 537 ⑫： 54

本屋にない本

『上野動物園のあゆみ 開園120周年記念 1882－2002』

上野動物園編・刊 (橋本美紀) 527 ②： 25- 26

『オロンスム－モンゴル帝国のキリスト教遺跡－』

横浜ユーラシア文化館編・刊 (白岩一彦) 532 ⑦： 26- 27

『柿の文化誌－柿物語－』

岡田勉著 南信州新聞社出版局刊 (村上かおり) 536 ⑪： 25- 26

『カステラ読本 復古創新 �砂屋』

カステラ本家�砂屋刊 (大森寿恵) 537 ⑫： 26- 27

『株式会社呉竹創業百周年史 家業から公器へ』

呉竹編・刊 (河合将彦) 533 ⑧： 24- 25

『京都消防55年の歩み 京の安全と安心を目指して 1948－2003』

京都市消防局編 京都市防災協会刊 (嶋田真智恵) 528 ③： 18- 19

『国際子ども図書館事業記録集 明治の煉瓦建築 ｢旧帝国図書館｣ の保存と再生』

鴻池組編 国土交通省関東地方整備局営繕部刊 (大塚晶乙) 529 ④： 14- 15

『象徴天皇家の宴』

官公庁資料編纂会編 政府官公資料頒布会刊 (内海和美) 530 ⑤： 14- 15

『新宿サブナード30年のあゆみ』

30周年記念誌編集委員会編 新宿地下駐車場刊 (石澤 文) 534 ⑨： 12- 13

『新世紀こども大博覧会－入江コレクションにみる児童文化史400年－』

兵庫県立歴史博物館編・刊 (大西啓子) 536 ⑪： 24

『製造元祖横浜風琴洋琴ものがたり』

横浜市歴史博物館､ 横浜開港資料館編 横浜市歴史博物館､ 横浜市ふるさと歴史

財団刊 (中野路子) 535 ⑩： 12- 13

『大正の文庫王 立川熊次郎と ｢立川文庫｣』

姫路文学館編・刊 (嶋本裕子) 535 ⑩： 14- 15

『多みんぞくニホン－在日外国人のくらし－』

国立民族学博物館編 千里文化財団刊 (酒井貴美子) 535 ⑩： 13- 14

『土と炎の世紀 ノリタケチャイナと製陶王国の100年史』

愛知県陶磁資料館学芸課編 愛知県陶磁資料館刊 (大久保百合子) 526 ①： 27- 28

『虎屋の五世紀 伝統と革新の経営』

虎屋刊 (片山信子) 527 ②： 26- 27

『日本の近代活字 本木昌造とその周辺』

『日本の近代活字 本木昌造とその周辺』 編纂委員会編著

近代印刷活字文化保存会刊 (吉田多美子) 531 ⑥： 24- 25

『貼函の世界 Rigid paper box 2003』

篠崎貞雄責任編集 パックウェル刊 (齋藤憲司) 526 ①： 28- 29

『笑いの想像力 笑わせるヒトと笑うモノの博物誌 企画展』

福島県立博物館編・刊 (加藤眞吾) 533 ⑧： 25
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-451- 『もしほ草』 (藤元直樹) 534 ⑨：口絵

-452- 竹下勇日記 明治37年､ 38年 (竹林晶子) 535 ⑩：口絵

-453- 『鞍木鐙類聚』 (大沼宜規) 536 ⑪：口絵

-454- 野田笛浦著 『海紅園文抄』 (頼山陽・篠崎小竹等評)(宇津 純) 537 ⑫：口絵

本を魅せる 常設展示案内

(11) 戦時下の出版 (石田暁子､ 松井美樹) 526 ①： 42

(12) 豆本－ちひさきものの世界－ (中村淳一､ 鈴木雅美) 528 ③： 36

(13) ｢竹取｣ 物語 (佐藤菜緒惠､ 田中亮之介) 530 ⑤： 34

(14) 明治の越境者たち－近代デジタルライブラリー収録資料に見る日本人の海外

体験 (奥田倫子､ 福林靖博) 532 ⑦： 34

(15) 万国博覧会－初めて尽くしの万博物語－(青山真紀､ 加藤眞吾) 534 ⑨： 26

(16) 明治の息吹－漫画・諷刺画から－

(久古聡美､ 鈴木雅美､ 松井美樹) 536 ⑪： 40

������書誌調整？

第12回 (最終回) さらなる問いに向かって (鈴木智之) 527 ②： 34

電子図書館サービスのページ

第４回 電子展示会 (中井惠久) 526 ①： 39- 38

第５回 国際子ども図書館の電子図書館サービス (櫻井武雄) 527 ②： 31- 30

第６回 インターネット資源選択的蓄積実験事業 (WARP)

(五十嵐麻理世) 528 ③： 33- 32

第７回 NDL-OPAC (国立国会図書館蔵書検索・申込システム)

(原田圭子) 529 ④： 41- 40

第８回 総合目録 (梶田英知､ 南 有紀) 530 ⑤： 33- 32

第９回 データベース・ナビゲーション・サービス (Dnavi)

(篠田麻美) 531 ⑥： 37- 36

第10回 ホームページ (滑川憲一) 532 ⑦： 33- 32

第11回 レファレンス協同データベース事業 (依田紀久) 533 ⑧： 33- 32

第12回 電子情報の保存と利用保証 (澤田大祐) 534 ⑨： 25- 24

第13回 電子図書館サービスの目標と今後 (豊田裕昭) 535 ⑩： 27- 26

第14回 ウェブサイトの収集・保存 (柴田昌樹) 536 ⑪： 39- 38

第15回 デジタル資源を著作単位で収集・保存する (塩崎 亮) 537 ⑫： 39- 38

ビジュアル国立国会図書館博物館

No.1 国立国会図書館月報 (総務部総務課編集係) 529 ④： 42

No.2 来館利用者サービスシステム 利用カード (磁気カード)

(齋藤ひさ子) 531 ⑥： 38

No.3 通称 ｢仕分け器｣ 英語名 "Card Sorter" (竹内ひとみ) 533 ⑧： 34

No.4 算定棒 (さんていぼう)：通称 (伊藤克尚) 535 ⑩： 28
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レファレンス協同データベース事業 参加館募集 532 ⑦： 19

｢レファレンス協同データベース｣ を公開しました 537 ⑫： 34

NDL-OPACに雑誌記事索引遡及データ追加提供 537 ⑫： 42

国際子ども図書館のページ

｢おたのしみ会｣ 開催のお知らせ 527 ②： 32

国際子ども図書館からのお知らせ 528 ③： 34

国際子ども図書館資料紹介 第３回 コルデコット賞受賞作品

(江口磨希) 527 ②： 33- 32

国際子ども図書館展示会 ｢ロシア児童文学の世界－昔話から現代の作品まで－｣

の開催について 528 ③： 35- 34

"Quality of Life" (富田美樹子) 526 ①： 41- 40

国立国会図書館の編集・刊行物

描かれた動物・植物－江戸時代の博物誌－ 535 ⑩： 19

外国の立法 立法情報・翻訳・解説 第222号～第225号

526 ①：35／529 ④：37／532 ⑦：27／534 ⑨： 15

カレントアウェアネス 282号～286号

526 ①：35／529 ④：37／531 ⑥：34／534 ⑨：15／537 ⑫： 28

件名標目の現状と将来－ネットワーク環境における主題アクセス 第５回書誌調整

連絡会議記録集 533 ⑧： 28

参考書誌研究 第62号 530 ⑤： 23

全国書誌通信 第120号～第122号 528 ③：19／532 ⑦：27／537 ⑫： 27

デジタル環境下における ILL､ ドキュメント・デリバリーとその運用基盤

(図書館研究シリーズ No.38) 537 ⑫： 27- 28

レファレンス 第647号～第658号 毎号

NDL CD-ROM Line 点字図書・録音図書全国総合目録 2005年１号～２号

531 ⑥：35／537 ⑫： 28

国立国会図書館の編集・刊行物 入手案内 527 ②：別刷12頁

稀本あれこれ

-443- 『有用植物図説解説原稿』 田中芳男・小野職愨自筆

(膝舘寿巳恵) 526 ①：口絵

-444- シャルル・ブラン編 『レンブラント作品集』 (藤元直樹) 527 ②：口絵

-445- 両国橋掛直御修復出来形絵図 (中澤彰人) 528 ③：口絵

-446- 『國字國語改良論説年表』 亀田次郎旧蔵 (小坂 昌) 529 ④：口絵

-447- 平山成信 『昨夢録』 大正14年 (鈴木宏宗) 530 ⑤：口絵

-448- 『繪比良圖考』 清水晴風自筆 (川本 勉) 531 ⑥：口絵

-449- ヘンドリック・ヤンセン 『木版画・銅版画の起源ならびに15・６世紀の

版画についての知識に関する試論』 (1808) (折田洋晴) 532 ⑦：口絵

-450- ヨーアヒム・クレーウス 『シュレージエン年代記』 (白岩一彦) 533 ⑧：口絵
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開催のお知らせ 536 ⑪： 17

国際子ども図書館展示会 ｢もじゃもじゃペーターとドイツの子どもの本｣

関連講演会 537 ⑫： 40

国際子ども図書館展示会 ｢ゆめいろのパレットⅡ－野間国際絵本原画コンクール

入賞作品 アジア・アフリカ・ラテンアメリカから｣ 開催中 535 ⑩： 19

国際子ども図書館展示会 ｢ゆめいろのパレットⅡ－野間国際絵本原画コンクール

入賞作品 アジア・アフリカ・ラテンアメリカから｣ 開催のお知らせ534 ⑨： 13

国際子ども図書館展示会 ｢ゆめいろのパレットⅡ－野間国際絵本原画コンクール

入賞作品 アジア・アフリカ・ラテンアメリカから｣ 関連催物 536 ⑪： 17

国際子ども図書館 夏休み催物 ｢科学あそび｣ 見えないものを見てみよう

～ゴム風船を使った空気の実験 532 ⑦： 29

国際子ども図書館ホームページが新しくなりました 531 ⑥： 35

国立国会図書館件名標目表2004年度版を公開しました 531 ⑥： 25

｢国立国会図書館資料デジタル化の手引き｣ を公開 537 ⑫： 37

国立国会図書館総合目録ネットワークシステムを公開 526 ①： 37- 36

国立国会図書館における省エネルギー対策について 532 ⑦： 27

児童書デジタルライブラリーの公開資料の拡大について 533 ⑧： 28

社史・団体史等ご刊行に際してのお願い 536 ⑪： 36

新シリーズが始まります－テーマは国立国会図書館を支えたモノ 528 ③： 27

新連載が始まります－テーマは関西館の資料－ 537 ⑫： 42

スマトラ沖地震・インド洋津波災害について 528 ③： 27

全国新聞総合目録データベースでプランゲ文庫新聞の書誌情報の提供を開始

536 ⑪： 37

第７回図書館総合展に出展します 535 ⑩： 18

第９回資料保存研修 530 ⑤： 19

｢帝国議会会議録｣ を当館ホームページで公開 532 ⑦： 31- 30

電子展示会 ｢描かれた動物・植物－江戸時代の博物誌－｣ を完全公開します｡

537 ⑫： 37

東京本館および関西館の資料整理休館日の臨時変更について 537 ⑫： 41

東京本館・関西館 特別展示のお知らせ 描かれた動物・植物

－江戸時代の博物誌－ 534 ⑨： 19- 18

年末年始のサービス休止について 536⑪：11/537 ⑫： 41

平成17年度アジア情報研修 534 ⑨： 17

平成17年度科学技術資料研修－国立国会図書館の所蔵資料を中心に－ 533 ⑧： 30

平成17年度国立国会図書館職員採用試験の実施について 528 ③： 28- 29

平成17年度国立国会図書館職員採用試験要領 (概略) 528 ③： 29- 31

平成17年度児童文学連続講座－国際子ども図書館所蔵資料を使って 532 ⑦： 19

平成17年度日本古典籍講習会の案内 533 ⑧： 31

明治時代の本の著作権者を探しています 530 ⑤： 15

｢琉球列島米国民政府 (USCAR) 資料｣ の一部 (広報局分) 公開について

529 ④： 15
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子ども霞が関見学デー 534 ⑨： 16

世界図書館情報会議／第71回国際図書館連盟 (IFLA) 大会および

第32回国立図書館長会議 (CDNL) 534 ⑨： 16

第５回納本制度審議会代償金部会の開催 534 ⑨： 15- 16

第６回灰色文献国際会議 526 ①： 33- 34

第７回図書館総合展 537 ⑫： 30

第９回資料保存研修 ｢あなたにもできる図書館資料の保護と補修｣ の開催

533 ⑧： 23

第13回アジア・オセアニア地域国立図書館長会議 (CDNLAO) 531 ⑥： 34

第30回 ISSNセンター長会議 536 ⑪： 19

第45回科学技術関係資料整備審議会の開催 526 ①： 34

｢デジタル文化遺産の保存－原則と方策｣ 国際会議 537 ⑫： 30

ドマイヤー・北米日本研究資料調整協議会東アジア研究レファレンス・

サービス諮問委員会議長を招へい 526 ①： 34

日本資料専門家欧州協会 (EAJRS) 第16回年次大会 536 ⑪： 19

納本制度に関する懇談会 (インターネット情報の収集・利用に関する

制度化基本方針説明会) の開催 530 ⑤： 22

フォーラム ｢『国立国会図書館関西館』 完成までの軌跡｣ の開催 526 ①： 33

プランゲ文庫図書マイクロ化共同事業に係る覚書の調印 530 ⑤： 23

平成16年度アジア情報研修の開催 529 ④： 20

平成16年度科学技術資料研修を開催 529 ④： 20

平成16年度レファレンス研修を開催 529 ④： 20

平成17年度国際子ども図書館連絡会議の開催 533 ⑧： 23

平成17年度児童文学連続講座－国際子ども図書館所蔵資料を使って－｣

の終了について 536 ⑪： 19

平成17年度第１回中央館・支部図書館協議会の終了について 532 ⑦： 28- 29

平成17年度図書館員のための利用ガイダンスの開催 534 ⑨： 16

ラマチャンドラン・IFLA事務局長の来館 526 ①： 33

〈お知らせ〉・各種案内記事

｢アジア情報機関ダイレクトリー｣ 当館ホームページで公開 529 ④： 39- 38

描かれた動物・植物－江戸時代の博物誌－ 535 ⑩： 15

貴重書画像データベースをリニューアルしました 531 ⑥： 23

近代デジタルライブラリー追加提供 533 ⑧： 29

公開シンポジウム デジタル時代における図書館の変革－課題と展望－

537 ⑫： 36

公開セミナー スマトラ沖地震・津波による文書遺産の被災と復興支援

535 ⑩： 20

国際子ども図書館 学校図書館セット貸出し アジアセット

(中国・東南アジア諸国) の貸し出し開始について 537 ⑫： 40

国際子ども図書館展示会 ｢もじゃもじゃペーターとドイツの子どもの本｣
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バーチャル国際典拠ファイルと国際目録原則－米国議会図書館目録政策・

支援室長バーバラ・B・ティレット博士講演会報告－ (鈴木智之) 532 ⑦： 20- 25

米国議会図書館の電子情報保存事業 (総務部企画課電子情報企画室) 530 ⑤： 31- 26

平成16年度国立国会図書館長と行政・司法各部門支部図書館長との懇談会

(総務部支部図書館課) 526 ①： 26

平成16年度視覚障害者サービス実施機関との懇談会

(関西館事業部図書館協力課) 529 ④： 16

平成16年度日本研究情報専門家研修 (関西館事業部図書館協力課) 527 ②： 24

平成17年度国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会について

(総務部支部図書館・協力課) 537 ⑫： 25

平成17年度国立国会図書館長と都道府県立及び政令指定都市立図書館長との

懇談会について (総務部支部図書館・協力課) 533 ⑧： 6- 7

平成��年度重点目標・サービス基準と平成��年度評価について

(総務部企画課) 532 ⑦： 1- 17

平成17年度サービス基準 532 ⑦： 13- 12

平成16年度サービス基準の評価 532 ⑦： 17- 14

平成17年度資料電子化研修 (関西館事業部図書館協力課) 535 ⑩： 16- 17

平成17年度都道府県及び政令指定都市議会事務局図書室職員等との連絡会議について

(総務部支部図書館・協力課) 537 ⑫： 24

平成17年度の図書館員を対象とする研修計画について

(関西館事業部図書館協力課) 531 ⑥： 12- 13

目録情報と個人情報について (書誌部書誌調整課) 535 ⑩： 8- 10

レファレンス協同データベース事業 データ作成・公開に関する

ガイドラインの策定について (関西館事業部電子図書館課) 537 ⑫： 32- 34

第１回レファレンス協同データベース・システム研修会開催 537 ⑫： 35

レファレンス協同データベース実験事業参加館フォーラム報告

(関西館事業部電子図書館課) 531 ⑥： 26- 32

�����(アジア太平洋議会図書館長協会) 第８回ニューデリー大会報告

(土屋恵司､ 渡邊幸秀) 530 ⑤： 1- 6

���	
�� 当館の最近の動き

アジア学会 (AAS)・東亜図書館協会 (CEAL) 2005年年次総会および

北米日本研究資料調整協議会 (NCC) 会議 530 ⑤： 22

アジア太平洋議会図書館長協会 (APLAP) 第８回大会 527 ②： 29

安全運転に対する職員の表彰について 537 ⑫： 30

韓国国立中央図書館開館60周年記念シンポジウム 537 ⑫： 29- 30

韓国国立中央図書館との第９回業務交流の終了について 532 ⑦： 29

｢関西館見学デー｣ の実施 537 ⑫： 30

国際子ども図書館の図書館奉仕の拡充に関する調査会 (第２回) の開催

526 ①： 34- 35

国立国会図書館総合目録ネットワーク研修会の開催 533 ⑧： 23
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洋書の部 531 ⑥： 22- 18

新指定貴重書および準貴重書について－第37回貴重書等指定委員会－

(貴重書等指定委員会) 536 ⑪： 27- 35

和書の部 536 ⑪： 27- 30

新聞・雑誌の部 536 ⑪： 30- 32

洋書の部 536 ⑪： 35- 33

新年のごあいさつ (黒澤�雄) 526 ①： 1- 3

第４回中国語文献資源共同構築・共同利用協力会議に出席して

(鴇田 潤) 528 ③： 24- 26

｢第12回総合目録ネットワーク参加館フォーラム｣ 報告

(関西館事業部図書館協力課) 529 ④： 17

第��回アジア・オセアニア地域国立図書館長会議 (������) 報告

(和中幹雄) 533 ⑧： 1- 5

第13回納本制度審議会の開催について (納本制度審議会事務局) 530 ⑤： 8- 9

インターネット情報の収集・利用に関する制度化基本方針 (概要) 530 ⑤： 11- 10

第14回納本制度審議会の開催について (納本制度審議会事務局) 534 ⑨： 10- 11

第17回保存フォーラム報告 ｢資料の災害対策－予防と緊急対応－ 『文化財防災ウィール』

をどう受け止めるか｣ (収集部資料保存課) 530 ⑤： 16- 18

第	
回日中業務交流報告－国立図書館におけるマネジメント－

(山口和人) 527 ②： 1- 11

第34回日本法令沿革索引審議会の開催 (調査及び立法考査局) 533 ⑧： 8

第45回科学技術関係資料整備審議会 電子情報環境下における当館の新たな指針

国立国会図書館の科学技術情報整備の在り方に関する 『提言』 を館長に提出

(主題情報部科学技術・経済課) 527 ②： 12- 14

科学技術関係資料整備審議会 電子情報環境下における国立国会図書館の

科学技術情報整備の在り方に関する提言 527 ②： 15- 16

大正期刊行図書のマイクロ化終了と図書・雑誌のマイクロ化に伴う利用停止について

(資料提供部) 535 ⑩： 11

ドイツ図書館長エリーザベト・ニゲマン博士招へいの概要

(総務部支部図書館・協力課) 530 ⑤： 12- 13

読書の楽しみをすべての子どもたちに 国際子ども図書館 バリアフリー絵本展と

シンポジウム報告 (佐藤尚子) 536 ⑪： 12- 16

日韓国立図書館の現況と児童図書館サービス 韓国国立中央図書館との第９回業務

交流報告 (ローラーミカ) 534 ⑨： 1- 8

『日中韓資料保存会議』 に参加して (金箱秀俊) 528 ③： 20- 23

納本制度審議会答申 ｢ネットワーク系電子出版物の収集に関する制度の在り方に

ついて｣ (納本制度審議会事務局) 526 ①： 4- 7

答申 ｢ネットワーク系電子出版物の収集に関する制度の在り方について｣ の概要

526 ①： 8

納本制度審議会答申－ネットワーク系電子出版物の収集に関する制度の

在り方について－ (要旨) 526 ①： 9- 12
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ネパール国立図書館職員のための研修事業 小さな仏像に寄せる願い

(那須雅熙) 528 ③： 10- 12

日本での50日 (プラディープ・バッタライ) 528 ③： 13- 15

ネパールの資料保存研修実現に寄せて (山田伸枝) 528 ③： 15- 16

一般記事��������	

新しい東京本館施設 (総務部管理課) 533 ⑧： 10- 22

遠隔サービス利用者から見た国立国会図書館－平成16年度アンケート調査の結果から

(総務部企画・協力課) 527 ②： 18- 23

オランダ王立図書館 (Koninklijke Bibliotheek) との協定の締結について

(総務部支部図書館・協力課) 537 ⑫： 23

開館３周年を迎えた関西館 (関西館総務課､ 資料部､ 事業部) 536 ⑪： 1- 9

韓国国立中央図書館との第８回業務交流について

(国立国会図書館業務交流代表団) 526 ①： 14- 23

韓国国会図書館との業務交流 (第２回) －課題の解決に向けて－

(岡村美保子､ 塚田 洋) 529 ④： 1- 6

憲法室の５年間 (調査及び立法考査局) 535 ⑩： 1- 6

国際子ども図書館の児童サービス－子どもたちに本の楽しさを伝える

(佐藤尚子) 528 ③： 1- 9

国際子ども図書館の図書館奉仕の拡充に関する調査会 (第３回) の開催と答申の

手交について

(国際子ども図書館の図書館奉仕の拡充に関する調査会事務局) 529 ④： 7

国際子ども図書館の図書館奉仕の拡充に関する調査会答申

－審議経過と答申の概要について－(国際子ども図書館企画協力課) 531 ⑥： 1- 8

『国際子ども図書館の図書館奉仕の拡充に関する調査会答申』 －概要－

531 ⑥： 9- 10

国際政策セミナー ｢EUの現状と今後の課題－経済問題を中心として｣ 講演 ｢EU

経済の主要問題｣ (コラード・モルテーニ ミラノ大学教授)

(芦田 淳､ 鳳佳世子) 536 ⑪： 20- 23

国際セミナー ｢デジタル時代のドキュメント・デリバリー・サービス ビジョンと戦略｣

(関西館事業部図書館協力課) 529 ④： 8- 13

国立国会図書館年報 (平成16年度) から－統計を中心に その１－ 534 ⑨： 23- 20

国立国会図書館年報 (平成16年度) から－統計を中心に その２－ 535 ⑩： 25- 21

国立国会図書館の平成17年度予算について (総務部会計課) 529 ④： 18- 19

国立国会図書館法の一部改正について (解説) (総務部総務課) 530 ⑤： 20

重要文化財指定資料紹介 『師守記』 中原師守自筆本

(主題情報部古典籍課) 526 ①： 24- 25

新指定貴重書および準貴重書について－第36回貴重書等指定委員会－

(貴重書等指定委員会) 531 ⑥： 14- 22

和書の部 531 ⑥： 14- 17

新聞・雑誌の部 531 ⑥： 17
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凡 例

項目別に配列し､ 各項目の中は､ 論題・記事名の50音順､ 次いでアルファベット順

である｡ ただし連載記事は原則として掲載順に配列した｡

特集はあるテーマについてまとめて掲載している形式を含み､ 特集名をゴシックで

表した｡

(記載例)

第34回日本法令沿革索引審議会の開催 (調査及び立法考査局) 533 ⑧： 8

項目一覧

特集記事

図書館－未知の世界へのいざない 世界図書館情報会議

－第��回国際図書館連盟 (��
�) 大会に参加して

(国立国会図書館 IFLAオスロ大会派遣団) 537 ⑫： 1- 19

国立図書館長会議､ ｢世界図書館｣ 会合､ 国立図書館分科会

デジタル環境への国立図書館の挑戦 (安江明夫) 537 ⑫： 4- 7

議会図書館分科会 議員ニーズの正確な把握の重要性を再確認

(鎌田文彦) 537 ⑫： 7- 9

資料保存分科会関係会議､ IFLA／PACセンター長会議

｢治す｣ より ｢防ぐ｣ 予防的保存対策の実践をみる(小林直子) 537 ⑫： 10- 12

目録・書誌情報関係会議 さらなる国際化と標準化をめざして

(稲濱みのる) 537 ⑫： 13- 15

子ども・ヤングアダルト図書館分科会 発足50周年を迎えて

歴史に学び､ 未来を拓く (村山�雄) 537 ⑫： 16- 18

オスロ点描 537 ⑫： 20- 22

記事名 執筆者名 掲載号 掲載月 頁

特集記事 53

一般記事 52

NDL news 当館の最近の動き 50

＜お知らせ＞・各種案内記事 49

国際子ども図書館のページ 47

国立国会図書館の編集・刊行物 47

稀本あれこれ 47

本を魅せる 常設展示案内 46

What's書誌調整？ 46

電子図書館サービスのページ 46

ビジュアル国立国会図書館博物館 46

本屋にない本 45

館内スコープ 44

常設展示のお知らせ 44

法規等の制定・改正 44

おもな人事 43

遠客近客 43

………………………………

………………………………

……

………

…………

……

…………………………

…………

……………………

………

…

…………………………

…………………………

…………………

…………………

……………………………

………………………………
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新聞挟み (新聞綴り棒)

新聞を展示するための道具｡ 棒状のもので新聞をはさみ込み､ 留め具で固

定する｡ 新聞の厚さにもよるが､ 一週間分程はさむことが可能｡ 専用の棚に

掛けて提供する｡

国会分館では､ 新聞を提供するのに ｢新聞挟み｣ を使っており､ 現在123組使用して

います｡ 新聞挟みというと､ 公共図書館やホテルのロビーにある､ アルミ製でネジ留めの

ものをイメージするかと思いますが､ 国会分館のそれは木製です｡ ２本の棒で新聞をはさ

み､ ダルマ型の穴のあいた小判型の留め具で両端を留め (写真１)､ 新聞棚に展示します

(写真３)｡ 現在､ 国会分館と同型のものは､ 既製品ではもう生産していないそうです｡

40年前に国会分館に配属されていた方にお話をうかがうと､ 当時も今と同様のもの

を使っていたとのこと｡ キャビネに古いものが残っていたので､ よく見ると､ 何と ｢貴族

院用｣ の刻印が！ (写真４) このことから､

貴族院図書館時代から改良を重ねて､ 数十

年も使われ続けていることが分かります｡

古いものは､ 棒が丸みを帯びているので

転がりやすく､ 新聞をはさみづらいのです

が､ 新型？は角ばっているので､ 転がらず

はさみやすい｡ 左手の掌底で新聞の折り目

を抑えつつ指で棒を抑え､ 右手で両脇に留

め具をはめます (写真２)｡ 最初は少々やり

にくいのですが､ 何度かやれば､ ネジ留め

のものより短時間で出来るようになります｡

木製なので､ 手や紙になじみ､ 国会分館の雰囲気にもマッチします｡ これからもずっ

と使い続けて欲しい一品です｡ (秋
あき

元
もと

慎
しん

介
すけ

)
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表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒110－0007 東京都台東区上野公園12－49

電話 03 (3827) 2053

利用案内 電話 03 (3827) 2069 (音声・FAXサービス)

ホームページ http://www.kodomo.go.jp/

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

利用できる人 どなたでも利用できます (ただし資料室は満18歳以上の方)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

開 館 時 間 9:30～17:00

休 館 日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､

年末年始 (41頁参照)､ 資料整理休館日 (第３水曜日)

休 室 日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第一､ 第二資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒113－0021 東京都文京区本駒込２－28－21

電話 03 (3942) 0122 (代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡
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